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国際人口開発会議評価のための
国際議員フォーラム
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1999年２月４日から６日までオランダ、ハーグにあるオランダ国会ビエンホフのリダール

ザール・ホールで開催された国際人口開発会議（ICPD）評価のための国会議員フォーラム

(IFP）には、１０３カ国からおよそ210名の国会議員（付録を参照）が参加した。フォーラム

は、人口と開発に関するアジア議員フォーラム（ＡＦＰＰＤ)、人口、持続可能な開発とリプ

ロダクテイブ・ヘルスに関する欧州議会作業ｸﾞループ（ＥＷＧＰＤ)、人口と開発に関するア

フリカ・アラブ議員フォーラム（ＦＡＡＰＰＤ)、人口と開発に関する国会議員世界委員会(Ｇ

ＣＰＰＤ)、アメリカ地域人口・開発議員グループ（ＩＡＰＧ)、および国際医療議員組織（ＩＭ

ＰＯ)、地球規模的活動のための国会議員達（ＰＧＡ）の共催、国際家族計画連盟（IPPF)、

英国人口・開発超党派議員グループ（ＡＰＧＰＤ)、世界人口基金（ＷＰＦ）の後援で実施さ

れたｃまた、国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）も支援機関として参加した。

フォーラムは、1999年２月８日から12日までハーグのオランダ・コングレス・センターで

開催された国際人口開発会議（ＩＣＰＤ）行動計画の実施の検証と評価のための国際フォーラ

ム（ThelnternationalForumfortheOperationalReviewandAppraisalofthe

lmplementationoftheProgrammeofActionoftbelnternationalConferenceon

PopulationandDevelopｍｅｎｔ（ICPD)）に関連して開催されたものであるｃフォーラム

の目的は、1994年９月にエジプトのカイロにおいてICPDが開催されてから５年目に当た

り、ＩＣＰＤ行動計画の実施に当たってきた各国の経験を検証することであった。

国会議員フォーラムは、７つのセッションに分割されて行われた｡２月４日開会式の後、

フォーラムは実質的なセッションに入り、行動計画の実施に関わる様々な問題について、以

２



下のテーマ別に議論を行った｡各テーマは以下の通りであるＣ

ｌ）各地域におけるＩＣＰＤ行動計画の実施状況に関する各地域議連報告

２）カイロ会議以降の家族計画、性行動に関する健康を含むリプロダクテイブ・ヘルスお

よびリプロダクテイブ・ライツの現状

３）ジェンダーおよび人口に関する政策の変化

４）思春期、青年および高齢者

５）食料安全保障、人口および持続可能な開発

６）経済危機と人口問題

７）ＩＣＰＤ行動計画のための資源動員と動員への取り組み

国際議員フォーラムは、２月４日午前にオランダのＪ，ファン・ニエウファンホーヴェン

下院議長によって開会された同議長の歓迎の辞に引き続き、事務総長を務める日本の桜井

新衆議院議員が挨拶した。基調講演を、ＵＮＦＰＡ（国連人口基金）のナフイス・サデイク

事務局長が行い、その後フォーラムは、会議運営に当る役員を選出した。

フォーラム議長には、オランダのヤン・ホケマ議員、副議長には、ブラジルのマルタ・サ

プリシー議員、インドのＰＪ、クリエン議員、デンマークのウーラ・サンデバーグ議員、カ

ナダのゾーン・オーガスティン議員、チュニジアのホウダ・カノウン議員、およびセネガル

のムスタファ・力議員が選出された。また、日本の桜井新議員が事務総長に、ガーナのテレ

サ・ニャルコ・フォフィー議員か総括報告責任者に選出された、国際議員フォーラム事務局

のシフ・カレー氏がフォーラム事務局長に、イギリスのクリスティーン・マッカファティ議

員が起草委員会委員長に選出された。

毎日のセッション終了後、起草委員会は会合を持ち、宣言案を検討した。最終日午後に

は、委員会の検討を経た宣言案かフォーラムに提出された。参加者により議論・修正か行わ

れた後、宣言は全会一致で採択された。

フォーラム閉会式では、エベリネ・ヘルフケン開発協力大臣か挨拶に立った。その後、

フォーラム事務総長の桜井新議員が、フォーラムを成功に導いたフォーラム主催者ならびに

参加者の尽力に感謝の意を述べた。フォーラムは、フォーラム議長を務めたヤン・ホケマ議

員によって閉会された。同議員は参加者に感謝し、近い将来の再会を希望した。

３
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ＩＣＰＤ評価の

ための国会議員

委員会議長を務め、会議事務総長を務める日本の

桜井新衆議院議員の挨拶に引き続き、国連人口基

金（ＵＮＦＰＡ）のナフィス．サディク事務局長

による基調講演が行われた。

桜井運営委員会議長は挨拶の中で、地球温暖

化、経済危機、自然災害、通商関係の変化、紛争

など、新たな千年を迎えるに当たって、世界が直

面するのいくつかの課題について取り上げ、人類

にとって地球とその自然環境と共生していくこと

が必要であると強調した。ＩＣＰＤは、人口および

開発の問題について明確な施策を明らかにし、リ

プロダクテイブ・ヘルスおよび女性のエンパワー

メン卜の強力な概念を採択した。ＩＣＰＤはまた、

国際レベルにおいて活動の調整を図る重要な機会

を様々な国会議員フォーラムに提供した。桜井議

員は、先進国、途上国を問わず、国会議員はその

資格においてあらゆる手当を講じて対立を回避す

る役割を負っていることを強調した。桜井議員は

最後に、この会議は、ＩＣＰＤの評価に止まらず、

次世紀に向け、人口と開発のために国会議員がな

すべきことについて指針を採択すべきであると述

べた。

フォーラム運営委員会の委員を務めたオランダ

フォーラム（ハ

ーグ議員フォー

ラム）開会式で

は、オランダの

J，ファン・ニ

エウファンホー

ヴェン下院議長

の歓迎の挨拶、

フォーラム運営

駐釘劉

的Ｉ
;4m

蕊

①ファン・ニエウファンホーヴェン下院議長と
⑦桜井新IFP事務総長運営委員会議長

４



のヤン・ホケマ議員

が、ファン・ニエウ

ファンホーヴェン下院

議長の紹介に当たっ

た。ホケマ議員は、同

議長がオランダで最初

の女性下院議長である

こと、また国運関連の

実務についての経験と

オランダの文化・社会

問題に幅広い見識を持

つと紹介した。

ファン・ニエウファ

ンホーヴェン下院議長

サディック事務

局長は、1994年以

降、ＩＣＰＤ行動計

画を支援する国お

よび地域レベルの

国会議員組織が拡

充していると説明

し、最近では新た

な地域議連として

アフリカ・アラブ

議員フォーラムが

結成されたことを

歓迎した。ＩＣＰＤ

以降の進展を振り

１，１
ンホーワエンｒｌ死議長Ｊ・ホケマＩＦＰ議長

は、オランダ議会を代

表し、参加国会議員ならびにサディク事務局長に

対し歓迎の言葉を述べたｃ挨拶の中で、下院議長

は、急速な人口増加が持続可能な開発に悪影響を

及ぼしており、人口増加を抑制するためには、経

済成長、貧困緩和、女性の地位向上が最善の策で

あると強調した。また、ＩＣＰＤも女性が果たす重

要な役割を重視し、性行動に関する健康およびリ

プログクテイブ・ライツの概念を導入したことを

指摘した。ＩＣＰＤは、人口学者と男女同権論を融

合した。

ファン・ニエウファンホーヴェン下院議長は、

IＦＰ（国際議員フォーラム）の役割に言及し、国

会議員は、人口政策と関連法の制定、人口事業なら

びに女性の機会拡充への国家予算の配分において極

めて重要な役割を担っていると述べた。国会議員は

また、圧力団体としての役割も果たし、オピニオン

・リーダーとして、人口および開発の問題に関する

世論の形成を手助けするものである。

次いで桜井新ＩＦＰ運営委員会議長は、基調講

演者であるＵＮＦＰＡサディク事務局長を紹介し

た。ＵＮＦＰＡ事務局長に就任した1987年当時、

国連専門機関のトップに就任したはじめての女性

であり、また人口問題解決に向けてのリーダーで

あり、ＩＣＰＤの開催に当たっては事務局長として

会議運営の指揮に当たった、と述べた。

ナフィス・サディック以降の蛙肢と振り

ＵＮＦＰＡ事務局長 返り、ヘルス・ケ

ア・サービスの中に広範なリプロダクテイブ・ヘ

ルス・ケアが含まれるまでに拡充されたこと、ま

た－部諸国でリブロダクティブ・ライツが、国の

リプロダクテイブ・ヘルス・プランおよび国の法

律の双方、もしくはそのいずれかに盛り込まれる

ようになったとその立法活動に関連した成果に特

に言及した。

しかしながらこのような成果が上げられたもの

の、今後とも行動が必要とされる課題は多数あ

る。そこで、サディック事務局長は妊産婦のケア

を改善し、家族計画を含むリプロダクテイブ・ヘ

ルス・サービスの利用の機会を拡大する必要性を

強調した。取り組むべき課題の１つとして、プロ

ダクティブ・ヘルスという概念が非常に広汎な概

念であり、さらにその実施を図る際には、非常に

多くの部門にまたがることになるという、リプロ

ダクテイブ・ヘルスの性質について意思決定者お

よびヘルス・ケア・ワーカーの認識が不足してい

る、という問題があると指摘した。また、男性の

行動を変革し、男性自身とパートナーのリプロダ

クテイブ・ヘルスに対する責任を男性に教えるこ

とが重要な問題である、と述べた。

サディック事務局長は、多くの国で女性のエン

パワーメン卜を促進するための政策や立法措置が

とられてきたが、国によっては、現在においてで

５



すらなお、男女の平等および公正に対する政治的

コミットメントを強化し、男女の平等および公正

に悪影響を及ぼしている社会・文化的な意識を改

めるよう努力する必要がある、と強調した。事務

局長は、思春期人口に対するリプログクテイブ・

ヘルスについては、現在、多くの議論が続けられ

ており、合意形成が困難な分野の１つであること

を指摘したうえで、若者の活発な性行動に伴う望

まない妊娠や、ＨＩＶ／ＡＩＤＳをはじめとする多

大なリスクが存在することに言及した。事務局長

は、若者にはリプロダクテイブ・ヘルス・サービ

スやそれに関する情報を受ける権利があるという

点については諸国間に合意が見られている、と指

摘し、現在議論となっているのは、“どの年齢に

おいて”“どのような性質・範囲のサービスおよ

び情報を提供すべきか”についてであり、それは

各国がそれぞれに決定するものであるが、それが

上記の合意の実施を妨げるものであってはならな

いと強調した。

東アジアおよび東南アジア、ならびに－部東欧

州およびラテンアメリカの経済危機は、社会事業

部門の公共支出の削減と購買力の減退をもたら

し、一般の人々が基礎的な社会サービス事業を利

用できる機会を減少させることとなった。ＵＮＦ

ＰＡが支援し実施された、アジア４カ国の調査に

よると、女性と子供が経済危機の影響をとりわけ

ひどく受けていることが明確に示されている。

事務局長は最後に、ＩＣＰＤにおいて定められた

資源動員の目標達成を参加国会議員に再度要請

し、講演を締めくくった。国会議員は、政治的意

志と資源を動員するうえで極めて重要な役割を果

たす。サディック事務局長は、また、ＩＣＰＤの目

標を監視し、所定の時間の枠内でそれらを達成す

る指針を定め、公約をたてるため、人口と開発に

関する国会議員の世界規模のネットワークを構築

することを提案した。

桜井議員は、サディック事務局長の講演に対し

謝辞を述べ、続いて、フォーラムの議長および副

議長の選出結果を発表した。国際慣例に従い、ま

た多数の参加国会議員との非公式な協議の後、ホ

スト国オランダの運営委員会委員であるヤン・ホ

ケマ議員が議長に選出された。また、各セッショ

ンを担当する副議長には、地域代表を考慮し、以

下の議員が選出された。セッション２）マルタ．

サブリシー（ブラジル)、セッション３）Ｐ．Ｊ・

クリエン（インド)、セッション４）ウーラ．サ

ンデバーグ（デンマーク)、セッション５）ゾー

ン・オーガスティン（カナダ)、セッション６）

ホウダ・カノウン（チュニジア)、セッション

７）ムスタファ・力（セネガル)。また、会議事

務総長に桜井新議員、総括報告責任者にテレサ．

ニャルコ・フォフィー（ガーナ)、フォーラム．

コーディネーターにシフ・カレー氏が選出され

た。

６



アアセッション１ 地域議連報告

について報告を行った。ＦＡＡＰＰＤは、国会議

員、政府機関およびＮＧＯが協力を図り、人口と

持続可能な開発の問題に取り組むうえで触媒の役

割を果たし、成果を上げてきた。３７カ国の国会が

加盟するＦＡＡＰＰＤでは、国会議員の認識づく

り、政策の強化、ＩＣＰＤ行動計画に基づく法律の

見直しと施行などを中心に活動を推進している。

中でも、多くの国において女性の性器切除（ＦＭ

Ｇ）が非合法化された、と強調した。同様に、多

数の国で公職につく女性の数が増大するなど、男

女共同参画の面での進展が見られている。議員は

最後に、重大な問題として財政上の制約を挙げ、

資金の配分においては、高い死亡率と出生率、な

らびにＨＩＶ／ＡＩＤＳを含む性行為感染症の脅威

にさらされているサハラ以南のアフリカに特に注

意を払うべきであ

セッション１の

議長は、オランダ

のヤン・ホケマ議

員が務め、様々な

地域および国際議

連から計７件の報

告が発表された。

アジア地域および

人口と開発に関す

るアジア議員フォ

ーラム（ＡＦＰＰＤ）

を代表し、タイの

プラソップ・ラタ

ナコーンＡＦＰＰＤ

事務総長がＡＦＰ

プラソップ・ラタナコーン

ＡＦＰＰＤ事務総長

ＰＤの活動について報告した。1981年に設立され

たＡＦＰＰＤは、現在正規会員として22の国内委

員会があり、７カ国において国会議員の参加を得

た正規プロジェクトが実施されている。長年の経

験から、国レベルでのすべての政党間の協力が重

要であることが強調された。ＡＦＰＰＤの成果と

して、他の地域の議員フォーラムの発展に対する

支援が報告され

た。ＡＦＰＰＤは

引き続き、他の議

連と密接に協力し

ると強調した。

欧州からの２件

の報告のうちの１

件は、人口、持続

可能な開発とリプ

ロダクテイブ・ヘ

ルスに関する欧州

議会作業グループ

を代表して、デン

マークのウーラ・

サンデバーグ議員

が行った。1991年

に創設され、欧州

議会の14％を代表

する89名の議員を

蓼j霊ｌｌｌ鑿ii‘
ていく意向であ

る。

人口と開発に関

するアフリカ・ア

ラブ議員フォーラ

ム(ＦＡＡＰＰＤ)を

代表し、ガーナの

テレサ・ニャルコ

・フォフィー議員

がＦＡＡＰＰＤの

主要な活動と課題

くデンマーク〉

ウーラ・サンデバーグ議員

会員に擁するこの作業グループは、まず第一に、

』性行動に関する健康およびリプロダクテイブ・ヘ

ルスの問題に関する認識、ならびに人口増加、リ

プロダクテイブ・ヘルス、持続可能な環境、男女

共同参画の関連問題に対し、統一したアプローチ

で取り組むことが必要であるという認識を高める
<ガーナ＞テレサ・ニャルコ・

フォフィー議員

／



ことにより、ＩＣＰＤ行動計画の実施に貢献してい

る。

これらの努力の成果として、1996年には、“欧

州連合のすべて国の政策形成をする場合にジェン

ダーの視点を中心におくべきである”と要請する

「ジェンダー決議」が採択された。また、資源動

員における欧州連合の貢献を顕著に物語るものと

して、ＩＣＰＤ以降、途上国の人口およびリプロダ

クテイブ・ヘルスのためにおよそ８億8000万ドル

を拠出し、アジア・リプロダクテイブ・ヘルス・

イニシアティブを展開している。また、人口とリ

プロダクテイブ・ヘルス事業を実施する法的基盤

を確立するために、1997年の開発途上国における

人口政策およびプログラムに関する欧州連合評議

員会規定および'994年のＨＩＶ／ＡＩＤＳに関する

欧州連合評議員会決議をはじめ、いくつかの取り

組みがなされてきた。また、作業グループは、

ＩＣＰＤ行動計画が欧州議会の議題から抜け落ちる

ことが決してないようにするため、特定の問題に

政治的圧力をかけ、議会の仕事を監視する役割を

果たしている。
ご

欧１１{からのもう

１名の発表者、ス

イスのリアン・マ

議員のネットワー

クを強化すること

が必要であると強

調した。同議員

は、他の地域の例

に倣い、欧州・

ネットワークの創

設を強力に呼びか

けた。

アメリカ地域人

口・開発議員グ

ループ（ＩＡＰＧ）

を代表して、ブラ

ジル国会議員であ

鰯

ゾル国会議員でめ〈ブラジル〉マルタ・サプリ

るマルタ・サプリ シー議員(ＩＡＰＧ議長）

シ－１ＡＰＧ議長が発表を行った。最初に、本

フォーラムのような国際会議は、経験を共有し、

教訓を学び合う極めて重要な機会を提供するもの

であることを強調した。［ＡＰＧは、あらゆる人

の生活水準の向上を目的に、ＩＣＰＤ以降、様々な

活動に取り組んだ。各国の政策およびプログラム

を検証するためのワークショップを３回にわたり

開催し、南北アメリカ大陸のグループのネット

ワークを創設し、ＮＧＯを含む様々なグループの

代表者で構成する作業グループを結成し、性行動

に関する健康とリブロダクティブ・ヘルス、ＨＩ

Ｖ／ＡＩＤＳ、性教育、および女性に対する暴力に

ついて活発な議論を行った。このような議論の成

果として、女性に対する暴力を禁止する法律が採

択された。人口と開発の問題がリプロダクテイブ

・ヘルスとリプロダクテイブ・ライツの問題のみ

に腰小化されるべきではないこと、法的および経

済的環境がいかにして個人を開発のプロセスに組

み込むのか、あるいはプロセスから排除するのか

について、常に批判の目を持っていることが必要

であると強調した。サプリシー議員は、本フォー

ラムでの議論においては、貧困との闘いおよび個

人の発展の権利に特に重点をおくことを求めた。

人口と開発に関する国会議員世界委員会（ＧＣ

ＰＰＤ）を代表して、松村昭雄事務局長がまずＧ

ウレイ・パスキア

議員は、欧州の国

会議員の視点から

簡単な発表を行っ

た｡ウィーンにお

いて開催された

ワークショップへ

の参加や、あるい

はベトナム訪問な

どの経験を通じ

i霧9111鱗蕊:N密

て、人口とリプロ〈スイス〉リアン・マウレイ・
パスキア議員

ダクティブ・ヘル

スの問題およびプログラムについて国会議員が抱

いていた様々な誤解を正すことができた。パスキ

ア議員は、国際組織、各国政府およびＮＧＯが協

力を図ることが何よりも肝要であり、既存の国会

８



ＣＰＰＤの経緯に

ついて紹介した。

ＧＣＰＰＤは､ＵＮＦ

ＰＡを通じて1979

年にスリランカで

開催された第１回

人口と開発に関す

る国際国会議員会

議の結果、設立さ

れたものである。

松村事務局長は、

その発表の中で、

法律と人間の精神

的１１１１面とを関連づ

けることを国会議

プログラムについ

て報告を行った。

89カ国の国会議員

120名で構成され

るＰＧＡでは、ＩＣ

ＰＤの目標を実施

する政治指導者の

能力を向上するた

めにコンセンサス

を形成し、それぞ

れの資源を相互に

増大するためにＸ

ＯＯや市民社会と

の協力を促進する

'奪回1,&i１ｉｉｉｉ

松村昭雄GCPPD事務局長 の剛刀と1疋進す。〈ガーナ〉アラジ・アブドゥラ・

ことを主眼に、活 サリフ議員(ＰＧＡ代表）

動を展開している。

アフリカの英語圏とフランス語圏という人間が

作り出した障壁を打ち壊すため、ガーナとセネガ

ルの間でパイロット・プロジェクトを実施し、成

功を収めた。ワークショップや相互訪問を通じ

て、両国の国会議員は、例えばガーナにおいては

暴力に対する刑法および家族法の強化、セネガル

においては国会議員組織の設立など、それぞれの

国において進展を図ることができた。サリブ議員

は、ＰＧＡ事務局と加盟諸国との連絡の強化を訴

えた。

員に呼びかけた。1990年には、モスクワのロシア

連邦において、世界の多数の政治指導者と宗教指

導者の意見交換が行われ、有意義な会合となっ

た。国会議員および宗教指導者は共に人民を代表

する立場にあり、したがって、法律と宗教上の戒

律との壁を克服しなければならない。政治的合

意、政治的意思および政治行動を強化するべく、

宗教指導者に対話を求める呼びかけがなされたつ

第１セッション最後の発表者であるガーナのア

ラジ・アブドゥラ・サリフ議員は、地球規模的行

動のための国会議員達（ＰＧＡ）のパイロット.

,



カイロ以降の家族計画および性行動に関する健康

を含むリプロダクティブハルス／ライツの現状

セッションＺ

」lIlrlII上。ｒｎａＩＩｏｎａｌｒＬ

BKrvj999Ｔ’『［」

:ＰｎｌＱｇ

セッション２ではブラジルのマルタ・サブリ

シー議員が議長を務め、まず最初にウガンダの

ティモシー・ムテサシラ議員を紹介して開会し

た。ムテサシラ議

員は、ＩＣＰＤは、

ブ・ライツに対する安全でそれを支援するような環

境を創出することなどを、中心的に述べた。

ムテサシラ議員は、様々な国において、安全な

出産・育児、家族計画、性行為感染症（STD)／

ＡＩＤＳの予防・指導・相談を中心とした青年およ

び思春期の保健政策の策定などにより、思春期の

リプロダクテイブ・ヘルスの分野への取り組みが

行われていることを報告した。エリトリア、モー

リタニア、タンザニア、ウガンダをはじめ数多く

の国がプログラムや活動においてジェンダーを中

心的課題として十分に考慮していくことを目的

に、ジェンダー政策の策定に力を注いだ。またそ

の他、ブルンジ、チャド、マリ、ルワンダなどの

諸国では、ジェンダーを中心的課題として取り扱

う（mainstreaminggender）ための制度的枠

組みづくりが行われた。教育こそ女性のエンパ

ワーメントのための最も重要な手段である、とい

うことを特に強調し、ムテサシラ議員は、男児と

女児の教育の格差を縮め、女性の識字を増大する

政策が必要であることを強調した｡議員は取り組

むべき課題および問題点として、政策間の調整の

欠如、法律強制力の欠如、リプロダクテイブ・ヘ

ルスおよびリプロダクテイブ・ライツに重点をお

いたプログラムの実施が不十分または適切に実施

人口学的の数値目

標を中心とする考

え方（パラダイム）

から、男女一人一

人の生活の質(QO

L）に焦点をおく

パラダイムへと、

パラダイムの転換

を図る機会となっ

たことを強調し

た。議員は､ＩＣＰＤ

以降、アフリカの堅呼、ノ／ソ′ルユ〈ウガンダ〉ティモシーー・

大半の諸国がIＣＰムテサシラ議員

Ｄ行動計画を実施するための戦略を策定したこ

とに特に言及した。発表は、政策・立法、制度の

確立・強化、対応能力構築、地方・国・地域レペ

ルにおけるパートナーシップの育成と同盟の構

築、啓発活動の強化、資源の動員などを通じて、

リプロダクテイブ・ヘルスおよびリプロダクティ

、



されていないこと、行動計画の勧告が伝統的な慣

行と衝突する部分があることなどを挙げた。

ムテサシラ議員は、家族計画を含むリプロダク

テイブ・ヘルス・サービスの活動の中心を都市部

から農村地域へ移動すること、男性のリプロダク

テイブ・ヘルスヘの関与を増大させること、妊娠

中絶の削減と、安全でない妊娠中絶による後遺症

に対する管理とケアの提供、ＳＴＤ／ＡＩＤＳの予防

と管理の促進、啓発活動の拡充、および資源の動員

に注意を向けなければならないと述べた。最後に、

国会議員に対し、政策指導を行い、強力な政治的支

援の構築、政策を実施するための努力の調整、新聞

・マスコミを含む市民社会と連帯を組み、リプロダ

クテイブ・ヘルスおよびライツのあらゆる側面にお

いて模範としての役割を果たすことを呼びかけた。

グアテマラのズ

部門間の調整不足、政治危機をはじめとする様々

な危機、宗教教義に従った方法とリプロダクテイ

ブ・ヘルスおよびライツの対時などが、リプロダ

クテイブ・ヘルスおよびライツの分野において進

展を図るうえで、とりわけ主要な問題として障害

となっている。リオス・モンテ議員は、最後に、

国会議員は法律を制定するだけでなく、“リプロ

ダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健康の

権利を含む人権のために闘うよう、男女すべての

人に求めるべきである”ことを強調した。最後に

作家パール・バックを引用し、すべてはそれが不

可能であると証明されない限り可能なことであ

り、仮に不可能であると証明されたとしても、そ

れは“今”不可能なだけかもしれない、と強調し

参加者を奮励した。

スイスのビア・ホーレンシュタイン議員は、家

族計画および』性行動に関する健康を含むリプロダ

クテイブ・ヘルスおよびリプロダクテイブ・ライ

ツの分野における主要な問題として、多数の望ま

れない妊娠、性行為感染症（STD）の増大、資

源不足、男女の平等と公正の実現に向けての努力

不足に特に言及した。欧州を構成する45カ国のう

ち、欧州連合（ＥＵ）に加盟している国は15カ国

に過ぎないことを指摘し、ホーレンシュタイン議

員は、同じ欧州域内にあっても東西の間に重大な

差異が存在することを強調した。

欧州諸国における性行動に関する健康およびリ

プロダクテイブ・ヘルスの現状は、これらの域内

格差の影響を受けている。例えば、欧州には妊娠

中絶率が世界最高の国と最低の国が同居してい

る。オランダの妊娠中絶率は、出生1,000人中４

人であるが、ロシアは出生1,000人中64人にのぼ

る｡またハンガリーにおいては出生数と中絶数が

同数となっている。議員は、有効な避妊の実践を

促進し、出生調整の手段として妊娠中絶への依存

を低減することが大きな課題であると付け加えた。

加えて、若い女性を含む、女性のニーズを満た

すことに特に注意を払うべきであると述べた。

ホーレンシュタイン議員は、ティーンエージャー

の妊娠を減少させることが重要であると述べ、欧

リー・リオス・モ

ンテ議員は、ＩＣＰ

Ｄ以降、多くの

国がリプロダク

テイブ・ヘルス・

プログラムへの支

援を増大し、リプ

ロダクテイブ・ヘ

ルスおよびリプロ

ダクテイブ・ライ

ツに関する政策や

法律を導入したこ

とを報告したｃしiII1iFI腱､'，
〈グアテマラ〉

ズリー．リオス．モンテ議員かしながら、ブラ
ジル、コスタリ

カ、コロンビア、メキシコ、ペルーでは進展が見

られたものの、ラテンアメリカの多くの国では、

依然リプロダクテイブ・ライツに関する立法が立

ち遅れている。リオス・モンテ議員は、人口部門

に対する資源配分が不十分であり、資源の98％は

人口以外の部門に配分されていると指摘した。さ

らに、女性の教育および雇用の機会が不足してい

るなどの問題に取り組む必要がおおいにあること

を付け加えた。インフラストラクチャーの不備、

〃



康を含むリプロダクテイブ・ヘルスの推進に携

わっていると自国の現状を報告した。

ある議員は、欧州諸国では出生率が低下してお

り、政府は子供の多い世帯に助成金を出している

一方で、途上国に対しては援助国は人口増大を抑

制するよう要求しているが、このような価値観の

押しつけは受け入れがたいものであると述べた。

また日本国の堂

州においては若者が社会の主流から取り残された

グループとなっていることを指摘した。議員は、

若者のリプロダクテイブ・ヘルスのニーズに対応

することが重要であると強調した。とりわけ東欧

諸国をはじめとする欧州諸国が直面するもう一つ

の重大な問題は、ＨＩＶ／ＡＩＤＳを含む性行為感

染症（STD）の罹患率の急増である。驚くべき

ことに、ＳＴＤの感染患者の平均年齢は低下の一

途をたどっている。ホーレンシュタイン議員は、

リトアニア、ポーランド、ロシアなどの諸国のみ

ならず、他の西欧州諸国においても、妊娠中絶反

対派の精力的な活動により、個人のリプロダク

テイブ・ヘルスのニーズを満たすことが困難に

なっていることを強調した。中絶反対派は、リプ

ロダクテイブ・ヘルスのサービスやそれに関する情

報について反対論を唱え、またその利用を妨げるた

めに、中絶や人口増加の抑制などの難しい問題を意

図的に利用していると言い添えた。ホーレンシュタ

イン議員は、最後に東西格差の問題を南北格差の陰

に追いやってしまわないことが重要であると述べ

た。東欧の女性は、特別な支援を必要としており、

彼女らのニーズに注意を払うことが必要である。

発表に続いて行われた議論では、発表者が提起

した問題について、いくつかの発言がなされた。

1人は、ＨＩＶ／ＡＩＤＳの急増に注意を喚起し、

その急増から判断して現在行われているＡＩＤＳ

の予防教育は不十分ではないかと述べた。同議員

はまた、ＨＩＶ／ＡＩＤＳを感染させた責任を女性

ばかりに押しつけないようにするため、啓発活動

や意識の向上を図る活動が必要であることを強調

した。別の議員は、国会議員が世界の最も脆弱な

人々を代表し、またリプロダクテイブ・ヘルスの

提供・推進とは相容れない伝統および慣習の問題

に取り組むうえで果たす重要な役割を強調した。

さらに、国会議員は、法律を通す際に協力するだ

けでなく、リプロダクテイブ・ヘルスおよびライ

ツを保護し、促進するための法案を自ら提出する

べきである、とつけ加えた。もう１人の参加者

は、宗教指導者ならびに女性器切除（ＦＧＭ）を

受けた女性も、家族計画および性行動に関する健

本暁子議員は、リ

プロダクテイブ・

ヘルスと環境一

例えば､環境ホル

モンが妊婦に与え

る影響や環境破壊

が女性の生活環境

に強い影響を与え

ること－に注

意を喚起し、これ

らの関連性を強調

するのに役立つパ

ラダイムの転換が

必要であると力説

した。もう一人の

く日本〉

堂本暁子参議院議員

議員は、リプロダクテイブ・ヘルスおよびライツ

の分野の立法に国会議員が果たすことのできる重

要な役割を繰り返した。

フロアからの論評や質問に答えて、発表者は参

加者から提起された問題のいくつかを強調した。

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ予防の分野においては、一般市

民、とりわけ青年の教育に当たっては率直、誠実

であることが必要である。ＮＧＯや宗教指導者を

含む市民社会のメンバーとのネットワークを構築

することが、リプロダクテイブ・ヘルスおよびラ

イツの促進に不可欠な戦略である。男女の平等お

よび公正を実現するためには、男性は進んで－部

権利を放棄し、女性は進んで権利を受け入れなけ

ればならない。最後に、発表者は、国会議員はリ

プロダクテイブ・ヘルスおよびライツの分野にお

いて積極的に法律を制定し、かつ政策に予算をつ

けることが必要であると強調した。
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アセッション３ ジェンダーと人ロに関する政策は

カイロ以降変化したか

機会の均等ならびに自身の出生率を自己管理する

権利の推進を通じて、女性の地位向上に取り組ん

でいるｃフィリピンでは極めて活発な女性運動に

より、女性の権利および福祉を推進するいくつか

の法律が制定された。

アキノ・オレタ議員は続けて、とりわけ最近の

経済危機の影響で貧困が増大し、これが売春の増

大、非合法妊娠中絶の増加、女子教育の低下な

ど、女』性の地位に数々の悪影響を及ぼしているこ

とから、現況は期待されるほどよいものではない

と述べた。最後に議員は、女性の権利を中央に据

えた人口政策の新たな方向づけを今後とも継続す

ること、それを可能にする政策的な環境の構築、

貧困者が予算削減の被害者とならないように図る

ため資源配分の監視、社会の周辺に押しやられた

部門にセーフティ・ネットを提供する政策、教育

の格差を縮めるための資金増大、および経済危機

の影響を最もひどく受けた諸国における人口およ

びリプロダクテイブ・ヘルスのサービスおよびプ

ログラムに対する支援の増強を先進諸国に要請す

ることなど、将来の行動について数々の勧告を

セッション３で

はまず､フィリピン

のテレサ・アキノ

・オレタ議員が、

ジェングーを十分

に考慮してＩＣＰＤ

行動計画を完全に

実施するうえでの

制約について述べ

た。議員は、一部

の国ではある程度

の進歩が見られて

いるにもかかわら

ず、ジェンダーお

〈フォリピン〉よび女性のエンパ

テレサ゛アキハオレタ議員ワーメントに関す
る総合的な政策の変化という点では、全般として

見た場合、現実は混沌としていると述べた。その

達成度を計ろうとしても、妊産婦死亡率などの決

まりきった限られた指標しか使えないこと、国家

の主権を侵害するのではないかという恐れ、ある

いは妊娠中絶、性行動、女性の権利など論争の的

となる分野には関与したくないという心理などに

関連した問題が様々ある。アキノ・オレタ議員

は、政府がＮＧＯを信頼していないため、東南ア

ジアの多くの国の政治環境は、行動計画の実施に

資するものではないと述べた。同時に、ＮＧＯの

側も、とりわけ女性のＮＧＯをはじめ、その多く

が弱体であり、経験も不足している、と述べた。

アキノ・オレタ議員はさらに、自国フィリピン

の経験をいくつか紹介した。フィリピンでは、

ＩＣＰＤの結果、リプロダクテイブ・ヘルスのアプ

ローチが採用された．研修生の数を増大し、総合

的リプロダクテイブ・ヘルスの実施訓練を行って

いる。また、人口委員会（ＰＯＰＣＯｍ）が再活性

化され、重要議題の１つとして、教育および雇用

行った。

次の発表者であ

るアメリカのシン

シア・マッキニー

議員は、アフリカ

系アメリカ女性と

して、アメリカに

おいて機会均等を

達成するためにア

フリカ系アメリカ

人の闘争の最前線

で闘っていると述

べた。議員は、世

界がいかにしたら

人権運動に影響を

！
<アメリカ＞

シンシア・マッキニー議員
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るようになったと述べた。これに関連して、とり

わけカイロのＩＣＰＤおよび北京の第４回世界女

性会議（ＦＷＣＷ）以降、ジェンダー・アプロー

チと女性と子供の権利の適用が国際社会の優先課

題となっている。セネガルにおいては、男女平等

が憲法の基本原則に据えられ、関連のあらゆる国

際条約が批准された。それにもかかわらず未だに

法律上および実際上の両面において、数多くの不

平等が存在している。この差別は伝統的な意識や

固定観念に起因するものである。このような実情

は、実際の生活のあらゆる側面に見られ、男性優

位に構築された男性支配の社会を反映した家父長

制社会の考えを映し出したものである。

フォール議員は続いて、なすべき優先課題の１

つは憲法を反映して法律を改正することであると

述べた。セネガルでは近年、ＵＮＦＰＡ、ＵＮＩＣＥ

Ｆ、ＵＮＩＦＥＭをはじめとする国連機関の支援を

得て、未亡人の権利、女性に対する暴力およびレ

イプ、女子教育、女性の政治的権利、リプロダク

テイブ・ヘルス、ＨＩＶ／ＡＩＤＳを含む性行為感

染症対策などに関する関係法が数多く制定され

た。これらの立法化に当たっては、女性議員グ

ループならびに人口と開発に取り組む国会議員グ

ループの貢献が大であった。

フォール議員はまた、最近制定されたＦＧＭ

（女性性器切除）を禁止する法律に特に言及し

た。しかしながら、ある近隣国では政治指導者が

かかる法律に反対する内容の発言を行っているこ

とを報告し、すべての国において意識改革を図る

ことが必要であると述べた。国境が明確に確定し

てない、したがって問題を－国内にとどめておく

ことが困難なアフリカにおいては、このような意

見の相違はとりわけ厄介な問題である。今回の国

際議員フォーラムのような会議は、男女の公正、

平等および女性のエンパワーメントを尊重する政

策を国際的に主張する好機となるものである。

数名の参加者から、それぞれの国における女性

の地位向上のための立法化について報告があっ

た。議員らは、かかる法律は極めて重要であると

述べたが、だからといって、法律が計画通りの効

及ぼすことができるのか、また世界がこれらの運

動によっていかにして形づくられるのかを目の当

たりにしてきたと述べたＣｌ980年代の困難な時代

を経て、アメリカ女性は権利を回復することを決

意し、1992年の選挙では顕著に女性が当選し、ま

た家族計画、リプロダクテイブ・ライツ、および

リプロダクテイブ・へルスのための国内外の資金

調達に理解のある議員が当選した。これらの国内

の進展は、1994年にカイロで開催されたＩＣＰＤに

おける歴史的な国際的合意形成に反映された。

マッキニー議員は続けて、しかしながら次の選

挙では異なる支持者層、異なる議題に応えた新し

い指導者が選出され、それまでに達成された前進

も危うくなったと述べた。その原因は、女性たち

が勝利を勝ち取ったものと考え、闘うのを止めた

ことにあるのではないかと考えると述べた。しか

しながら、このような障害にもかかわらず、アメ

リカは、世界においては人口プログラムの主たる

資金提供者であることに変わりはなく、アメリカ

の援助を受けている諸国では、１世帯の平均家族

数が６人から４人に減ったことを強調した。しか

しながら、ＮＧＯに提供される資金は削減され、

国内の人工妊娠中絶をめぐる政治論争のためアメ

リカは引き続き国連への拠出金の支払いが滞って

いる。資金の減少、支払いの遅滞はすでに、ボリ

ビア、ドミニカ共和国、ハイチ、メキシコ、モザ

ンビーク、フィリピン、トルコ、ジンバブエに相

当な打撃を及ぼしている。この合衆国の供出が滞

ることによって、多くの国々が甚大に影響を受け

ていることから見ても、アメリカ合衆国が人口問

題に対する支援を止めることはできないことを意

味している。アメリカで起きた現象は、支持活

動、行動、参加の後退がもたらすことになる影響

を実証する結果となった。マッキニー議員は、世

界中の家族があらゆる種類のサービスを利用でき

るようにするため、世界各国の人々と力を合わせ

努力することを誓った。

続いてセネガルのイブラヒマ・フォール議員

が、人権尊重について言及し、今世紀も終わりに

近づき、人権尊重がようやく一般に受け入れられ
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力を上げていると考えることはできないと言い添

えた。法律が単なる空約束とならないように図る

ことが重要である。また、法律の適用を監視し、

法律が期待通りの成果を上げているかどうかを評

価することが、少なくとも同様に重要である。こ

れに関し、参加者の－人は、男女の公正および平

等ならびに女性のエンパワーメントを促進する手

段として、国家予算の確保が重要な要素であると

指摘した。

多数の参加者が、政府、議会および行政機関で

高い地位につく女性の数など、ＩＣＰＤのジェン

ダーに関する目標が実行されていない事例を具体

的に紹介した。また、一層の注意が必要とされる

分野として、女性に対する暴力が指摘された。行

動計画に明記されているように、女性の機会を増

大する重要な要素は教育であることが、多くの参

加者によって繰り返し述べられた。したがって、

各国国会議員に対し、女子教育の改善を図る法律

面および予算面での施策を積極的に支援すること

が要請された。

また、貧困自体が女性の権限を奪う根本的な構

造的原因となっている、と指摘された。参加者の

－人は、最貧困者の中でも女性が最も貧しいと指

摘した。故に、開発を推進する努力は、女性の地

位を向上させる努力でもある。したがって、最貧

国に対する債務救済が、社会部門の支出増大につ

ながれば、多大な利益をもたらすであろう。ま

た、女性の経済的独立を促すプログラムに重点を

おいた開発努力が必要である。

以上の参加者の意見に対し、発表者らは、法律

が適用され、期待通りの成果を達成するようにす

ることが極めて重要なことであると合意した。ア

キノ・オレタ議員は、政策を実施することが必要

であり、結果として必要な人がそれを受益できる

ようにすることが不可欠であると繰り返し述べ

た。オレタ議員は、大多数の国民が法律の恩恵を

得られるように予算を運用することが重要である

と再度強調した。フォール議員は、法律が初期の

目的を達成し、成果を上げることができるように

するため、国会議員が法律の施行前後に啓発活動

を行い、法律についての国民の理解と認識を図る

ことが不可欠であると述べた。
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アセッション４ 思春期、 青年、および高齢者

セッション４の議長は、デンマークのウーラ・

サンデバーグ議員が務めた。議長は、カナダの

ローズマリー・ロジャークール上院議員を紹介し

た。上院議員は、ＩＣＰＤにおいて、思春期のニー

ズが他の年齢層と異なることが国際的に認識され

たと指摘した。さらに、ＩＣＰＤ行動計画は各国に

対し、思春期と青年に特有のニーズに取り組むよ

う要請し、また青年の日常生活に直接影響を及ぼ

す開発活動の計画、施行、評価に青少年を参加さ

せるよう各国政府に要請している、と指摘した。

それは特に、若年妊娠の防止、性教育、ＨＩＶ／

ＡＩＤＳやその他の性行為伝染病の予防を含むリプ

ロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健康

に関連する情報、教育、コミュニケーション活動

に関して重要である。上院議員は、カイロ会議後

５年を経た今日でもなお、思春期のニーズの問題

は、緊急を要する優先的に取り組むべき事項であ

ることを強調した。思春期の人のためのリプロダ

クテイブ・ヘルス・サービスは、アフリカ全域で

事実上、未整備である。

ロジャークール上院議員は、まず緊急に取り組

むべき課題はプライマリー・ヘルスケアの整備で

あるが、それに続く緊急課題は、思春期の人への

リプロダクテイブ・ヘルスの情報およびサービス

の提供であると述べた。同議員は、女児に教育と

訓練を与える機会を増やすことが必要だと強調

し、また地域社会は安全で安心して学習できる場

を提供しなければならないと述べた。この点で、

貧しい、あるいは路上生活をしている青少年、ま

た売春を職業にしている若い人々を無視してはな

らない。タイでは、人口の約５％に当たる280万人

が売春を仕事にし、そのうちの約80万人は年齢１６

歳以下であると同議員は指摘した。また、思春期

の人をプログラムの策定に参加させる必要性を強

調し、秘密の厳守を保証する質の高いサービスを

思春期の人が受けられるようにする必要があると

述べた。同議員は、最後に全議員に対し、思春期

の人がリプロダクテイブ・ヘルスの情報とサービ
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スを利用できるよ

うにするために必

要な法律を制定

し、財源を確保す

るよう要請した。

チリのファニー

・ポリャーロロ・

ヴィラ議員は、Ｉ

ＣＰＤにおいてリ

プロダクテイブ・

ライツが基本的人

権の一部である、

また思春期におけ

る特有なニーズと

思春期の人がリプ

ロダクテイブ・ラ

待っているということ公言すること、思春期の

ニーズへの対応に特に重点をおいたリプロダク

テイブ・ヘルス・プログラムの予算化、リプロダ

クテイブ・ヘルスとリプロダクテイブ・ライツに

関する啓発活動の拡大、人権運動との連携、思春

期のリプログクテイブ・ヘルスを推進させる地域

計画策定のために関連する議員グループとの会合

を計画すること、ＮＧＯその他の市民団体との

ネットワークを拡充すること、そして、これらす

べてを含め、世界をより人間的な思いやりあると

ころにするための様々な課題に取り組むこと、で

ある。

オーストリアの

議員であるエリザ

ベス・ハルバック〈チルファニー・ポリャーロ

ロ・ヴィラ議員
博士は、次の10年

間における欧州の

人口構造上の最も

重大な変化は、高

齢者人口の増加で

あると強調した。

例えば、オースト

リアで、現在、７５

歳以上の高齢者

は、人口の７％だ

が、この比率は劇

的に増加する。平

均寿命が伸びるこ

とは、時として、

イツに関して弱い立場にあることが、認識された

と参加者に指摘した。思春期の人に対するリプロ

ダクテイブ・ヘルスの情報とサービスが不十分な

ことを指摘し、さらに次のような課題と制約があ

ることを明確にした。ｌ）櫛造調整政策に伴う政

府の特に健康・教育部門への歳出削減、２）需要

に対し安全で効果的な避妊具が不十分にしか供給

されていないこと、３）思春期における妊娠およ

び中絶を減少させる必要があること、４）ＨＩＶ／

ＡＩＤＳの発生防止策である。同議員は、ジェン

ダーが、政策と計画を行う場合に、中心的に据え

るべきものとして捉えられてこなかったと言い添

えた。また、特にＨＩＶ／ＡＩＤＳの世界的蔓延を

考慮し、リプロダクテイブ・ヘルス・サービスの

一環として、思春期の人が避妊具を人手できるよ

う環境整備を行うことの必要を指摘した。チリで

は、現在、思春期の年齢で避妊具を人手できるの

は、子供を持っている人だけである。

同議員は、青年と思春期の人を対象とするリプ

ロダクテイブ・ヘルスのニーズに応える施策を推

進するに当たり、より多くの人的・物的資源の動

員とプログラムの継続性が不可欠であることを強

調し、国会議員に以下のことを要請した。それ

は、法律の制定、議員がこの問題に深い関心を

<オーストリア〉

エリザベス・ハルバック議員

賛否相半ばすることに注意を喚起した。意見が分

かれる理由は、人口の高齢化により、社会保障そ

の他の福祉支出の世代別配分を変える必要がある

からである。人口の高齢化は、ヘルス・ケア・シ

ステムにも負担になる。

ハルバック博士は、欧州諸国では年金制度はま

ちまちであるが、ほとんどの国の年金制度が、何

らかの形で国民による社会保障分担金を基盤とす

る公的システムであることを指摘した。欧州で

は、引退者数が増加の一途なのに負担者数は減少

する一方であり、社会的費用は顕著に増加すると
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にする必要性を強

調し、議員は思春

期の人を対象とす

る避妊知識と緊急

避妊具を含むサー

ビスを提供するた

めの立法化に尽力

しなければならな

いと言い添えた人

もいた。

日本国の小宮山

洋子議員は、性的

機能不全治療薬で

あるバイアグラ

見込まれる。また、経費増大への対応が必要と

なってくる他に、人的資源の動員とその訓練が必

要になる。博士は、青少年と高齢者への資源を維

持すると同時に、青少年と高齢者の両方を世話し

なければならない中間世代へのバランスをとるよ

うに参加議員に要請した。議員の任務は、人口に

占める割合に関係なく、どの世代にも社会の中で

の場所を確保することであると締めくくった。

引き続き行われた討論で多数の参加者が発言し

た。参加者の数名は、思春期の人を対象とするリ

プロダクテイブ・ヘルスを支援するために、法律

を制定することが必要であると強調した。参加者

の一人は、国会議員の熱心な参画が重要であるこ

とを力説し、その熱意を各国の立法へと結び付け

るようにと参加国会議員に要請した。参加者は、

また、女性の権利に関連する様々な条約など、国

連の国際会議における各国の公約を各国政府に確

認することが必要だと強調した。参加者の多数

は、思春期の人にリプロダクテイブ・ヘルスの情

報とサービスを推進・提供するために、政府とＮ

ＧＯその他で活動する人たちを含む民間団体との

ネットワーク化を拡大し、強化することの重要性

を強調した。

参加者の一人は、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ予防の啓発活

動を含むリプロダクテイブ・ヘルスの情報とサー

ビスを受ける対象グループに障害を持つ人を加え

ることが重要だと訴えた。もう一人の参加者は、

思春期を対象とするサービスを成人へのサービス

と区別し、特別枠で提供し、秘密厳守することが

必要だと述べた。その参加者は、青少年を対象に

した保健と性教育を整備するための国内法が採択

され、その中には妊娠した学生の退学防止を規定

する法律も含まれていると付け加えた。もう一人

の参加者は、教育は行動を変えるのに不可欠であ

り、同様に、報道機関は、責任感を育み、安全な

行動を実践させるために重要な役割を果たすもの

であると強調した。

数名の参加者は、安全で効果的な避妊具の人手

を容易にすることにより、中絶は減少すると述べ

た。参加者には、避妊具を緊急に人手できるよう

め。ハイフクフ〈日本〉

小宮山洋子参議院議員
は、わずか６カ月

で承認されたにもかかわらず、ビルは、申請が出

されてから10年以上経っても承認されていないこ

とを指摘した。

参加者の中には、青少年にきちんとした性教育

を与えるに当たり、祖父母を含む家族の積極的役

割を強調した人もいた。この点に関して、家族

は、若い人に正確な知識を伝達するため、一人一

人が、確固とした知識を持つようにしなければな

らない。青少年へのリプロダクテイブ・ヘルスお

よび性行動に関する健康教育は、率直かつオープ

ンに行うことが重要であると強調した参加者も数

名いた。参加者の一人は、薬物の売人や買春旅行

を含む売買春による青年や思春期の人に対する性

的搾取に注目するよう促した。多数の参加者は、

思春期の人と青年を対象とするリプロダクテイブ

・ヘルスに関する情報とサービスを推進するため

に、各国の家族計画協会、宗教指導者、有識者お

よびメディアを含めたＮＧＯとのネットワーク化

と協力を強化・拡大することが必要であると強調

した。この点について、議員が果たす重要な役割

を指摘した。

参加者からの感想と質問に対して、３名の発表

者が、多くの点を指摘したｃロジャークール上院

議員は、カナダで発足させた性教育プログラムが

好成績を収めていると述べた。同上院議員はプロ
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グラムを立案するに当たり、宗教上問題となりそ

うな点を含む様々な立場からの重要な鍵となる意

見を考慮したことを言い添えた。同議員は、ビア

・カウンセリング（仲間同士のカウンセリング）

の重要性に注意を喚起し、性教育に関するメッ

セージは、「若い人々によって_、「若い人々のた

めに」立案されなければならないと言い添えた。

同議員は、カナダのポルノ取締法は厳しく、障害

を持つ人その他の弱者グループの保護も含まれて

いると述べた。

ポリャーロロ・ヴィラ議員は、自国のテレビの

矛盾した、ばかげた現状を指摘した。それは、テ

レビで扇情的でエロチックな画面が自由に放映さ

れているのに、性教育のプログラムや広報を放映

することができない。同議員は、性教育の重要性

を強調し、併せてサービスを提供することが必要

だと強調した。

ハルバック博士は、人的・物的資源は限られて

いる中で、高齢者より若い人のために使われる傾

向があると指摘した。高齢者介護の責任は決まっ

て女性の肩に覆い被さってくるため、女性がそれ

に見合った支援を得られることが重要であると述

べた。高齢であることを“厄介だ”と見るのでな

く、“機会"、例えば“新しい可能性”とみなそう

と述べたｃ

ア食料安全保障、人口、持続可能な開発セッション５

の突出した大量消

費が、人口を持続

し、養う地球の能

力を最も阻害して

いるという見解も

紹介された。この

論によると、食料

が公平に分配され

ない限り、食料安

全保障は達成でき

ない。人口問題に

おける決定的な要

因は、家族計画に

関する女性の教育

カナダのゾーン

・オーガスティン

議員が、議長を務

めた。食料安全保

障問題は多面的な

問題であり、地球

規模での安全保障

問題でもあると述

べた。この議題に

関する最初の講演

者はマレーシアの

Ｔマリムトゥ上

<カナダ＞

ジーン・オーガスティン議員

院議員である。

マリムトゥ博士は、食料安全保障、人口、持続

可能な開発は密接にからみ合っている、という論

点から話を始めた。そして人口増加と食料安全保

障に関する２つの見解を紹介した｡１つは、人口

増加が有限な世界資源に悪影響を及ぼし、食料安

全保障に脅威を与えるという環境保護論者の見解

であり、もう１つは、農業部門の生産性を向上さ

せることによって、食料を公平に分配すれば、100

億の人口を養うことができるという楽観的な見解

である。さらに、人口と比較して、先進工業諸国

|剥す６叉`圧の叙育〈マレーシア〉

Ｔ､マリムトゥ上院議員
である。

イギリスのブライアン・セッジモア議員は、グ

ローバリゼーションは、便益もあるが、開発途上

国と貧しい人々に極貧生活をもたらす新たな課題

であると語った。食料安全保障問題に関する見解

と取り組みの方法が紹介された。１つは、マルサ

ス的なモデルに基づいて、環境の面から見た限界

と先進諸国による化石燃料の大量消費を含む、そ

の他の要因を組み入れて、食料の絶対量の不足を

〃



えられなければならない。生産性を高め、持続可

能な生産を実現するために、土地所有、相続の権

利が女性に与えられなければならない。政治およ

びすべての開発分野の政策決定に女性を参加させ

なければならない。政府は、女性の権利向上に関

する条約を批准し、またその権利を保護するため

の法律を制定することが必要である。

食料安全保障を確保するうえでの女性の役割の

重要性が多くの参加者によって強調されたｃ女性

は、食料の生産者であり、かつ消費者であり、そ

して彼女たちが食料生産に関するトレーニングや

知識、例えば、食料生産に用いる（農業用）化学

薬品に関する知識など－を得ることが必要で

ある。参加者の幾人か第三世界からの農産物に対

する貿易障壁の撤廃に関する問題が提起され、講

演者からも、改めてその重要性が強調された。ア

フリカの参加者からは、第三世界の農産物の大規

模な生活協同体設立案が提案された。開発途上国

の農民を守れる農産物の世界貿易の新しい組織の

設立や、また「世界食料銀行」設立構想も提案さ

れ、参加者の支持

論じている近代の

悲観論である。ま

た楽観論としては

世界の最も人口の

多い国々がその人

口増加よりも穀物

生産量のほうを増

加させることがで

きるというもので

ある。さらに楽観

的な見解は、人間

の創意と技術的進

歩が伴うため、地

球の食料生産能力球の良科正座能刀〈イギリス〉

は限りない、と論ブライアン・セツジモア議員

じるものである。

そこで、セッジモア議員は、問題とその解決策

を地域と国レベルで考える方法を提示した。アフ

リカでは、この10年間に栄養不良児が５倍に増加

した。同地域においては外国からの債務の帳消

し、紛争解決へ国際社会がより一層注目するこ

と、国際社会が新しい方法で緊急援助の準備とそ

の提供を行うことなどから利益を受けることがで

きるだろう。

またもう１つの方法として、一人一人の現在

ニーズと将来能力に重点をおく方法がある。農村

における近年の「生計」計画は、農村開発に関す

る新しい理念である。

女性は、特に開発途上国において、食料生産に

関わる労働の大部分を担い、食料の生産・販売に

大きく貢献しており、食料安全保障の実現には、

女性解放とエンパワーメントが不可欠である。女

性が出生に関連することに対し“十分に情報を

得、理解したうえで選択できる”ということを基

礎とする効果的な各国の人口政策と持続可能な開

発政策は、女性の健康と社会的地位を向上させる

うえで中心的な要因であり、小家族化を促進する

原動力となり、人口増加を鈍化させることによっ

て、食料供給を安定させることになるだろう。

女性には融資、市場、技術を利用する機会が与

を得た。また、先

進国の見解とし

て、日本国の谷津

義男衆議院議員

が、現在の世界貿

易規則は、余剰生

産物と比較優位原

則を基本にし、食

料安全保障、人

口、持続可能な開

発との取り組みに

必要な長期的展望

を考慮していな

〈日本〉 い、と批判した。
谷津義男衆議院議員

講演者からは、参

加者に対して貿易問題は複雑であり、特に農業生

産に先進国において社会的に大きな影響力を持つ

農民が絡むことで、複雑な問題となっていると指

摘した。
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一部の参加者は、食料安全保障分野や女性の権

利の分野において、これまで得られた情報と知識

があまり実行に移されていないと述べた。科学と

技術の分野に関しても多くの指摘が行われ、その

進歩は、限られた権益を持った者だけに役立って

いると指摘された。ひき続き開発途上国へ現代的

な農業技術を移転することが必要であるｃ

紛争中のアフリカ諸国の代表は、平和が食料安

全保障の前提条件であり、食料の不安定供給の原

因となっている紛争や内紛などを防止しなければ

ならない、と力説したｃ続けて、２名の参加者

が、データ、情報、研究の重要性に関して発表

し、１人は、データと情報は、開発計画に不可欠

に重要だが、開発途上国ではそれが利用できないこ

とを指摘し、もう１人は、途上国問題に関する研究

のほとんどは先進国で行われており、途上国と先進

国とのパートナーシップが必要なことを指摘した。

マイクロ・クレジット（農民へのごく小額の融

資）計画の有効性が取り上げられ、農村開発を行

ううえで効果的方法の一例であることが強調され

た。食は文化的アイデンティティーの一部であ

り、伝統的食文化は保存されなければならない。

商業的生産は伝統的食料生産を維持しながら、そ

れと平行した形で導入されるべきである。食料生

産を海外に全面的に依存することは、危急の際に

食料安全保障にとって危険であることが付け加え

られた。

太平洋地域から、同地域にとって食料安全保障

問題、人口増加、持続可能な開発問題は決定的に

重要な問題であり、会議の事務局に対し（今後

の）会議の議題として最優先の協議事項とするよ

うに要請があった。

セッションＳ 経済危機と人ロ問題

nｎｌｒＩＵｇｒｌｌａｌＩｏｎａＩ「ｏ「ｕｍ［

｢１
L｣

h八’ノ９９９ＵｒＩ【

購買力に影響を与えた。チダムバラ博士は、貧し

い人々が通貨危機の最大の被害者であり、急増す

る個人と家族が、特に補助金の削減により重大な

影響を受けたと訴えた。歳入減少に伴い政府は、

福祉部門、特に医療・保健分野と教育分野の経費

を削減し、事態は深刻となっている。国政は健全

なマクロ経済政策を中心に行わなければならない

が、マクロ経済政策は、社会福祉政策、特に、極

チュニジアのホウダ・カノウン議員が議長を務

め、インドの議員チダムバラ博士を講演者として

紹介した。東アジアの通貨危機がリプロダクテイ

ブ・ヘルスとリプロダクテイブ・ライツ、女性の

エンパワーメン卜と生活の質の向上を含む人口お

よび開発問題にどのような脅威または停滞をもた

らしたかについて説明が行われた。通貨の切下

げ、税収の減収、物価インフレが、政府と国民の

幻



金削減を含むマクロ経済改革によって拡大した。

これらの問題は、世界の多数の最貧国の債務増大

の問題と複合してしまっている。グローバリゼー

ション、特に投機を目的とする巨額の資金移動

は、世界の大多数の最貧国に絶望感をもたらし、

グローバリゼーションに対する幻想を打ち砕いて

いる。しかし、一部の先進国における障壁や規制

は途上国を阻害しており、関税などの保護主義的

政策をとる前に、保護主義的政策の是非について

再考する必要がある。

金融経済危機は高失業率を招き、貧困レベルを

悪化させ、社会福祉サービスを低下させた。社会

的な生活困窮者への支援制度（セイフティー・

ネット）と保護手段が欠如していたことにより、

貧困層、女性と子供が最もひどくその影響を受け

た。

金融経済危機の影響は、移民と難民にも及び、

彼らは、特に権利侵害と搾取の犠牲者となった。

金融経済危機は失業を引き起こし、他国に仕事を

見つけようとする避難民を生み出すことにもなっ

たが、多くの国は景気後退に見舞われ、避難民が

仕事を見出すことは難しい現状となっている。幾

人かの議員からは、貿易・投資の減少という形で

それぞれの国の経済が金融経済危機の影響を間接

的に受けたとの指摘があった。その影響は、最貧

困の地域社会、特に女性と子供が最も強く受ける

ことになった。

貧層の地域社会の

｜ニーズと結びつけ

られるべきである

と締めくくった。

ジンバブエのＭ

Ｔ．Ｓチナマサ議

員は、経済低迷に

より貿易額も減少

し、ＩＣＰＤ行動計

画目標の達成が遅

れ、特に国民の生

活水準が立ち遅れ

たと説明した。高

い人口増加率を考い人ｕ増加率を有くインド〉チタムブラム議員

窟に入れると、ジ

ンバブエの貧困レベルは悪化している。ジンバブ

エのＨＩＶ／ＡＩＤＳ罹患率は、世界で最も高い水世界で最も高い水

準となっている。

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ問題

は現在、政治的課

題として受け止め

られ、近年ＨＩＶ／

ＡＩＤＳの危険を周

知させる啓発手段

として、思春期の

人を対象に家族計

画教育が教育カリ

キュラムの中に組

み入れられた。

東アジアを起点

とした金融経済危 ､Oい’Wラ

〈ジンバブエ〉
機の悪影響は、１日

Ｍ､Ｔ､Ｓ・チナマサ議員

共産主義計画経済

から市場経済への経済移行期にある国々を含む開

発途上地域へと拡大した。経済危機の影響は、国

際通貨基金（ＩＭＦ）が課した、緊縮財政と補助
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議長を務めたＦ

ＡＡＰＰＤのムスタ

ファ・力議長が､デ

ンマークのヘレン

・ベイム議員を紹

介した。ベイム議

員は、１１t界の開発

ニーズに応えたデ

ンマークの貢献に

関して語り、デン

マーク人は、海外

開発援助のために

毎日ｌ人当たりＵ

た、リプロダクテイブ・ヘルスとリブロダクティ

ブ・ライツをすべての開発プログラムの主流に据

えることが必要である。３カ国以外のすべての国

に対して、人口問題が解決されるまではすべての

開発プログラムは足を引っ張られることになる、

ということを理解して欲しいと述べた．

ベイム議員は、デンマークが、開発援助と特に

人口と開発の推進で先頭に立っていることを報告

でき、再ばしいと語った。しかし、デンマークと

一緒に、成すべき仕事を成すために“他国が参入

する余地はいくらでもある"、と締めくくったｃ

米国代表のキャ

ロラインＢ，マロー

ニー議員は、人的

・物的資源の裏付

けのないＩＣＰＤ

行動計画は、“単

に地球規模の願

望覇でしかない。問

題は、いかに資源

を動員するかであ

る｡国会議員は、

国家予算と地方目

<デンマーク〉Ｓ＄0.75を拠出し
ヘレン・ベイム議員

ていると語った。

しかし、デンマーク、その他の諸国の努力にもか

かわらず、世界の人口問題は必襲とする資金が大

幅に不足し、タイタニックのように沈没し、災厄

を生み出そうとしている。その結果、世界の女性

に望まれない妊娠が増加することになる。

“ＩＣＰＤ行動計画の目標をいかに達成するか”

に関しては、多くが執筆され、多数の報告書も1:Ｉ

行されている。このほど最も重要な“Paying

TheirFairShare（支払うべき負担を支払お

う）”という出版物が刊行された。この報告書に

よると、開発途上国はカイロの協議事項を実行に

移すためにその資金的義務を果たしているが、先

進国の中では、デンマーク、ノルウェー、ス

ウェーデンだけが、途上国への開発援助に自国の

ＧＮＰの少なくとも0.7％を援助するという公約

を履行している。この他に、海外援助をどのよう

な配分で二国間プログラム、ＮＧＯ、多国間によ

る機関を通じて供与するかが討議された。

講演者は、デンマークと近隣諸国が非常に良好

な関係にあると述べ、その具体的な事例として、

北欧諸国が「カイロから５年と思春期」と題する

共同決議にこのほど合意したことを報告した。ま

治体予算に働きか

けることで、女性

と児童の特別な<アメリカ〉キヤロライン．
Ｂ・マローニー議員

ニーズを充たすよ

う務めること、多国間組織とＮＧＯへの支援に務

めること、人的・物的資源のために民間部'''1に働き

かけるよう務めることが必要である。また、国際的

に相互協力することが必要であると訴えたｃ

マローニー議員は、アメリカ合衆国の現状と国

際的な人口・開発援助へのアメリカ合衆国の貢献

について報告した。アメリカ合衆国は、鼠的に言

えば、現在でも最大の援助国の１つであり、援助

額の約７％を、主に二国間人口プログラムに支出

した．アメリカ合衆国大統領は、国連拠lll金の滞
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わらず、欧州エイズ開発基金にＵＳｓ１,650万ド

ルを支出し、また1999年にはＵＮＦＰＡへの拠出

を100万ドル以上、増額したと述べた。

ジロー上院議員は、人口および開発への援助

は、開発全般への援助と切り離すことができず、

両者は、相携えて行われる。その場合、フランス

の開発援助への拠出額は、ＧＮＰ比で見れば世界

第５位である。ジロー上院議員は、議員としての

自分の役目は、フランス政府にさらに努力するよ

う要請し、またすべての議員、特に先進国の議員

に対して、自国で政府に人口と開発に支援を増や

すよう要請することである、と述べて講演を終え

た。同上院議員は、これらの問題を最高レペルの

政治的な場で議題とする機会を望んでいたが、近

く開催されるフランス語圏諸国サミットで取り上

げられることとなった、と述べた。

続く討議では、フロアから幾人力､の議員が、講

演者に対し、それぞれの国の事情を話し、これら

固有な事例に対し、必要な人的・物的資源を集め

るために役立つ具体的な方策を教えて欲しいと質問

した。援助を必要とする国々は、どのようにして国

際社会からタイムリーな方法で援助の約束を取り付

けたらよいだろうか？これらの質問に対する、直

接的な回答ではないが、この問題を解決に向けるた

めの１つの示唆として、人口プログラムの現状、カ

イロ会議以後の進展、そして様々な活動における成

功と失敗の理由を集めた、人口プログラムの国際

的データベースの創設が提案され、支持されたｃ

開発途上国の議員は、援助供与国からの議員に

対し、自国の具体的なニーズを語るとともに、ど

のくらいの援助が引き続き必要とされているかに

ついて、帰国後に国会で報告して欲しいと依頼し

たｃ参加議員の１人は、国内での政治的な反対に

よって、ＩＣＰＤ行動計画の全面的な履行が妨げら

れていると指摘し、このような反対を克服するた

めに働こう、と呼びかけた。またある議員は、人

口問題の解決には、道徳・倫理的価値観を養うこ

とが必要であると述べた。さらに別の参加議員

は、カイロ会議における中絶問題の取り扱いが期

待はずれだった、と述べた。

納分を支払うよう政府予算に組み入れたが、これ

までのところ、合衆国議会がこの問題を無関係な

問題への支出と結びつけた結果、議論が紛糾し未

だに議会承認を得られていない。しかし、マロー

ニー議員は、この状況を変えるため、他の同僚議

員と協力している。次の２年間にＵＮＦＰＡに、

毎年ＵＳドルで250万ドルの資金援助を行う法案

を提案する予定で、この法案は世界のリプロダク

テイブ・ヘルスに好影響を与えることになるだろ

う。同議員は、世界の国々がカイロでの公約を履

行するように、同僚議員に協力を呼びかけて講演を

終えた。

３人目の講演者、

フランスのフラン

シス・ジロー上院

議員は、世界人口

が、1999年に60億

人に達し、そのう

ちの約46億人は、

開発途上国に住ん

でいると述べた。

フランス政府とフ

ランス議会は、２０

世紀に始まり２１世

紀にも続く人口爆

議露
蕊

発のもたらす課題〈フランス〉フランシス．
ジロー上院議員に取り組むことを

誓った。同議員は、人口問題を研究するために結

成した議員グループのいくつかを挙げた。

ジロー上院議員は、各種の人口問題にかかわる

課題への対応は、1994年にＩＣＰＤで表明された

公約を履行することから始まると語った。次に、

人口および開発プログラムへのフランスの援助額

に関して、数例を明らかにし、￣PayingTheir

FairShare（支払うべき負担を支払おう)」を含

む、よく引用される統計には、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ治

療のためのフランスの援助、ＵＮＩＣＥＦとその活

動に関連する他団体・機関への援助、特に、欧州

委員会を通じて援助した分野が算入されていない

と述べた。フランスは、毎年、緊縮財政にもかか
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先進国の議員からは、それぞれの政府が人口と

開発プログラムのために資金を投入した具体的活

動が報告された。一方、開発途上国の議員はそれ

ぞれの国における政府が、自国の人口とリプロダ

クテイブ・ヘルスに関するニーズに応じるために

自前の資金をどのように支出しているかについて

繰り返し述べた。多くの議員は、政府に援助を増

やすよう求めるのが議員の役割であることに同意

した。また多数の参加者が、貧困諸国の状況と社

会の貧困層の状況を訴えた。こうした極貧状況を変

えるために、カイロの公約が履行されなければなら

ない。また、開発への権利は尊重されなければなら

ないし、それを慈善的行為とみなしてはならない。

会場からの意見に対して、講演者は、国際的

データベース創設のアイデアは非常によく、その

実現の可能性を探る必要性があると回答した。い

かにしたら効果的な資源動員のための戦略を開発

することができるか、という質問に対して、マ

ローニー議員は、アメリカのＮＧＯが、資源動員

の効果的な方法を教えるプログラムを発足させて

おり、その経験から得られた成果を国際的に分か

ち合えるようになることを願っている、と答え

た。また、開発協力の分野において、多国間方式

には多くのメリットがあり、アメリカが国際機関

に拠出して行う多国間（マルチ）方式による開発

援助をやめないことを願っていると語った。マ

ローニー議員は、国際的な家族計画は児童の生存

とその母親の健康を確実なものとし、児童の身体

的な健全性や社会的地位の向上につながるもので

あると述べた。ジロー上院議員は、最後に、自分

の職業は医師で経済学者でないと断ってから、医

師として、世界人口とリプロダクテイブ・ヘルス

とリプロダクテイブ・ライツに関するその一人一

人のニーズに対応することが重要であると述べて

締めくくった。同議員は、これらのニーズに応え

るよう全世界の議員に協力を要請した。

ユUＩｌｒＩＩＩｉ。ｌｎ８１１０ｎａｌ

ロパノ９９９〃’ＩＰＩＬ

一宅電藝薑'~j」

フォーラムの閉会式でヤン・ホケマ議長のも

と、クリスティーン・マッカファティ起草委員会

議長からＩＦＰハーグ宣言（案）が会場に提示さ

れた。ニュージーランド代表議員などから若干の

補足が入り、協議の後採択された。

続いて､ヤン･ホケマ議長がオランダのイブリーン・

ヘルフケン開発協力大臣を紹介した。同大臣は、

各国議員に挨拶の言葉を述べ、これまでの会議を

通じて国際交流の価値を理解できたと語った。

ヘルフケン大臣は、ＩＣＰＤは人々の人口問題に

”
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〈イギリス＞クリスティーン．（ま資金目標を設定

マツカフアテイ議員した。開発途上国

はこの目標をよく達成しているが、しかしながら

先進国からの資金供与の大部分は５大国によるもの

で、他の多くの国にとり、目標ははるかかなたにあ

る。しかし、最大の問題は、先進国がそれぞれの役

目を果たしていないことである。義務を履行してい

る数少ない国としてオランダは、説得力をもって、

多国間および二国間援助の公平な分担や持ち分で他

国にオランダに倣うよう求めることができる。ヘル

フケン議員は、国会議員の最も強力な権限の１つ

は、予算編成に参画できることである、と述べた。

人口およびリプロダクテイブ・ヘルス．プログ

ラムのための資金不足に関して、同大臣は、この

プログラムへの支出を行うかどうかは、その国が

貧しいか、貧しくないかが決め手となるのでな

く、国がその問題の優先性を認め、国家的優先事

項としているかどうかによるものであると指摘し

た。ヘルフケン大臣は、参加議員に、この「粘り

強く、決してあきらめない愛（toughlove)」の

メッセージを自国に持ち帰るよう求めた。

次に、啓発活動に関する議題に移ったｃｌＣＰＤが

取り上げた多くの問題は、世界的に政策決定者の良

心の一部になったが、この問題特有の難点が１つあ

る。この問題は、非常にプライベートな問題で、公

衆の面前で討議しにくいという点である。その結

果、重要な事実に＋分な注意が払われていない。例

くオランダ〉イブリーン・

ヘルフケン開発協力大臣

形成を手助けする役割を担っている。

ヘルフケン大臣は、最後に、大臣として、また

１人の女性としての立場から、カイロ会議と北京

会議で社会・経済分野そして政治への参画が基本

的人権として認知された、と語った。しかし、完

全な平等は、多くの分野で達成されていない。そ

の一例として、高い役職に就いている女性の数を

挙げ、国会議員の場合、世界的に見ても６人に1

人でしかない、と述べた。政党へ参画し、政治生

活を行う女性の数を増やすことが必要である。政

党と政治に積極的に参加する女性を集め、指導す

ることが必要である。

ヘルフケン大臣は、最後に「カイロ会議後、私

たちは、何をしなければならないかが分かりまし

た。今、問われているのはただ実行あるのみで

す」と関係議員を激励し、閉会の挨拶とした。

ヘルフケン大臣に続き、桜井新事務局長は、す

べての協力者に対しフォーラムの準備から実施に

至る効率的運営と成功に対する御礼を述べ、そし

て会議に出席した同僚議員に対し、その積極的な

参加と、貴重な貢献に対して感謝の言葉を述べ

た。ヤン・ホケマ議長は閉会にあたり、ハーグの

オランダ国会で会議を開催できたことを大変名誉

に思っていると参加者に謝意を述べ、再開の希望

を述べて、閉会した。
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ICPD評価のための国会議員フォーラム

ハーグ
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ＩＣＰＤ評価のための国会議員フォーラム

ハーグ宣言

Ｌ序文

私達、103カ国210名の国会議員はハーグ国際フォーラムの前夜1999年２月２～４日ハー

グに集い、ＩＣＰＤ評価のための国会議員フォーラムでＩＣＰＤ実施状況の検討を行い、以

下の宣言を行う。

私達は、ＩＣＰＤ行動計画一その「原則｣、行動計画と食料安全保障、環境と経済問題

の関連性、行動計画とリプロダクテイブ・ヘルスおよびリプロダクテイブ．ライツの関連

性を再確認する。私達はまた、国際人口開発会議の前夜に採択された国会議員による「人

口と開発に関わるカイロ宣言」を再確認する。私達は、現在までになされた進展の評価、

その進展を阻む障害がいかなるものであるのかについて検討し、行動計画の勧告の実施を

効率的かつ促進するための具体的な行動を生み出す、行動計画５年目の評価を行うハーグ

フォーラムを歓迎する。

私達は、各国政府に対し、市民社会のメンバーとともに協力して,ＣＰＤ行動計画の勧

告を実施するよう要請する。

私達は、国家元首による会議の議題として、人口とリプロダクティブヘルス問題を、国

際レベル会合においても、また地域レベル会合においても高レベルの問題として扱うよう

要請する。

私達は政策の再策定、プログラムデザインの見直し、パートナーシップと共同活動、資

源配分の増加等を通して、ＩＣＰＤ行動計画の主要な部分である程度の進展がなされたが、

数多くの課題が残されていることを認める。

Ⅱ優先的にとるべき行動

(a）リプロダクテイブ・ヘルスとライツ

ＩＣＰＤは（人口問題に取り組むうえで)、本質的なパラダイムシフト（発想の転換）を

行った。その結果、人口問題に取り組む方法は、数値目標に焦点を当てた（従来の）方法

から、個人の一生のライフサイクルを通じたリプロダクティブヘルスケアの質の問題に大

きな焦点を当てる、という転換が行われたのである。ＩＣＰＤで国際社会は、遅くとも2015
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年までに、プライマリー・ヘルスケア・システムによって適切な年齢のすべての個人が、

家族計画、性行動に関する健康、情報およびそのサービスを含むリプロダクティブヘルス

を利用できるようになるように努力すべき、との合意を達成したｃｌＣＰＤは思春期におけ

る性教育の重要性を認めている。行動計画ではまた、“リプロダクテイブ．ライツの意味

を理解すること”の重要性を強調している。それは、家族計画や性行動に関する健康をは

じめとするリプロダクティブヘルスの分野における、政府およびコミュニティが支援する

あらゆる政策やプログラムにおいて、これらの権利が責任を待った実行が促進されること

を含むものである。

リプロダクテイブ・ライツとリプロダクテイブ．ヘルスとの分野で顕著な進展がなされ

たが、数多くの障害が残されていることを認める。それら障害とは、回避可能であるにも

関わらず数多く発生している妊産婦死亡および疾病であり、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ－特に若い

人々の間での￣の蔓延の兆候であり、避妊方法の選択および家族計画と性行動に関す

る健康を含むリプロダクテイブ・ヘルスの情報とサービスを利用するうえで、需要がある

にも関わらず、供給が大幅に不足していることである。特に難民、避難民、移民、若者、

単身女性、原住民、障害を抱えた人々など不十分なサービス提供しか受けられないグルー

プにおいて、この不足は著しい。

行動

私達は、家族計画および性行動に関する健康を含む既存のリプロダクテイブ・ヘルス関

連法を検討し、もし新たな立法が必要であれば立法するようすべての国に呼びかける。

私達ここハーグに集った国会議員は、家族計画および性行動に関する健康を含むリプロ

ダクテイブ・ヘルスとリプロダクテイブ・ライツを推進させるために、自ら倍旧の努力を

する。これに関連し、私達は、市民社会、宗教指導者、地域リーダー、政治的指導者およ

びメディアを含むすべての利害関係者のこの活動への参加を拡大させる。リプロダクテイ

ブ・ヘルスおよび性行動に関する健康における男性の役割と責任を強化するよう、特に注

意を払う。また、立法、この問題に対する認識の普及、その昂揚と拡大および資源動員を

通じ、政府がその義務を履行しうる環境を創出し、促進する。

(b）ジェンダーと人口

ＩＣＰＤ行動計画では、女性のエンパワーメン卜それ自身が（達成すべき）目標であるこ

とに加え、人口と開発戦略において切り離すことができないものであることを認めてい

る。またＩＣＰＤ行動計画では、男女の平等と公正の達成と女性の政治と意思決定への十

分な参加が持続可能な開発を達成するうえで不可欠である（本質的な要件）であることを

認めている。男女の平等と公正、および女性のエンパワーメン卜の達成には、女児の権利

とその教育の権利が不可欠である｡多くの国では、その政策変更および立法という手段を
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とることで女性の権利保護および女性の社会的、政治的、経済的エンパワーメント

ている。これらの成果にも関わらず、いくつかの国々では、政治的なコミットメント

を推進し

があまり

なされていない、重要な地位に女性がほとんど就いていない、ステレオタイプなままメディア

で女性が取り扱かわれ、女性のエンパワーメン卜を妨げる社会・文化的な態度が蔓延してい

る。

女児を男児と平等に扱うことは女性の能力を十分に発揮させるために必要なことであ

る。この点から、女児が一般教育を受けることができること、女性が十分な読み書きがで

きる有効識字であることは非常に重要である。学校教育、学校外教育のいずれもが提供さ

れなければならない。

行動

国会議員として女性の十分な社会参加一政策決定も含む－を妨げる法的、社会

的、文化的障害を取り除くために働く。各国のそして国際社会に於て優先的に取り組むべ

き課題としての、女性のエンパワーメン卜、男女の平等と公正のより一層の達成、女性の

性器切除（ＦＭＧ）などの有害な慣行を含む女性に対する暴力の防止に関する立法、政策

決定、施行および資源動員に対するあらゆる努力を支援する。

に）思春期、若者、高齢者、障害を持つ人

私達は世界の人口学的に重大な変化の目撃者である。過去における高い出生率は15～２４

歳人口の人口規模をかつてないほど大規模なものとした。同時に、多くの国における出生

率の低下は平均余命の延びを引き起こし、６０歳以上の高齢人口の大幅な増加をもたらし

た。これらの増加によって、様々な社会や国は、若者および障害を持つ人々への教育、リ

プロダクティブ・ヘルスケア・サービスの提供、そして高齢者に対する社会的な、医療の

面での、また資金的な支援に対応できるか、その能力を試されることになる。

私達は、計画されない妊娠、性的暴力、安全でない中絶およびＨＩＶ／ＡＩＤＳを含む性

行為感染症を含む思春期の性的およびリプロダクテイブ・ヘルス関連の問題に優先的に取

り組まなければならないｃまた特に若者や思春期に向けた適切なサービス、性教

カウンセリングの準備も同様に取り組まなければならない。

青および

行動

私達は、国会議員として、各国政府ならびにその他当事者機関が、思春期、若者、高齢

者、障害を持つ人々の社会的な健全性の確保に、高い優先性をおかなければならないと確

信する。この点から、これらグループに対する教育ならびに健康ケアに関する支出を増や

すために必要となる改革に着手するよう各国政府に要請する。

国会議員に若者と思春期のリプロダクテイブ・ヘルスに関する必要性を満たす行動を取
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るよう要請する。この点から、国会議員に、立法を行い、この問題に関与していく意思を

表明し、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ予防を含む思春期のニーズへの対応を重視した、リプロダクティ

ブヘルス・プログラムに予算をつけ、啓発活動を拡大し、情報とサービスの提供を支援

し、人権運動との連携を確立し、ＮＧＯとその他市民社会のメンバーとのネットワーク化

を促進するよう呼びかける。

(｡）人口、環境、食料安全保障

人口が増加する中で、人間の基本的ニーズが充足されるかどうかは環境の健全性にか

かっている。人口学的な要素は、貧困や生産資源へのアクセスの欠如、および過剰消費と

浪費的生産パターン、さらにそれに加えて適切な技術の欠如と結び付くことで、環境悪

化、汚染、資源枯渇の原因となり、それを加速させ、持続可能な開発を妨げている。

人口の増加と農業生産性の低下、淡水資源の枯渇と汚染、土壌流出と環境悪化が相俟っ

て食料供給への脅威となっている。基本的食料の確保は、人間の基本的人権である。各国

は適切な雇用の創出を図ると同時に、自給が可能なところでは自給の確保や、伝統的食料

生産基盤を生かした食料供給体制を維持できるようにする。また適切な食料の貯蔵・分配

システムを準備することが同じくらい重要である。

食料安全保障を達成するために女性の貢献は非常に重要である。しかしながら女性に

とって適切な技術や適切な資源が欠けている。加えて、しばしば、ジェンダー格差のため

に食料を十分得ることができない。

行動

私達は、政府と国会議員が世界貿易機関（ＷＴＯ）合意を含む、すべての国際的な協定

を吟味し、そのような協定が農業生産と環境にどのような影響を与えるのかを各国で検証

すべきである、と呼びかける。また、貿易および貿易外障壁とその結果として引き起こさ

れる現象が、途上国に与える影響についても注意を払わねばならない。国際貿易ルールは

食料安全保障の長期的な視点と一貫し、充分に整合したものでなければならない。

効果的な世界的食料制度として世界食料銀行の設立を検討する。世界食料銀行は国際協

力の下に運営され、公正かつ平等な食料人手可能性を提供するものである。

に）資源動員

ＩＣＰＤで国際社会は、人口と家族計画を含むリプロダクテイブ．ヘルス関連予算として

2000年までに170億ドル~その内、１１３億ドルは各国の資金、５７億ドルは海外援助で＿

という目標を設定したｃｌＣＰＤ以降先進国、開発途上国を問わず各国は人口とリプロダク

ティブ・ヘルス活動関連活動への支出を増大させてきたが、目標の170億ドルには程遠い
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現状である。全体で40％が不足で、各国の自助努力分が25～30％の不足、海外援助分が６０

～65％目標を下回っている。これはＩＣＰＤ行動計画の勧告を効果的に履行するうえで、

最も大きな問題となっている。

ＩＣＰＤの目標と目的を来世紀の早い段階で達成しようとするならば、まとまった行動をと

るという決意が不可欠である。パートナーシップの原則に基づいて、すべての当事者は負担の

分担を実行すべきである。近い将来、国内および海外からの支援者を多様化すべきである。

行動計画の実行と人口とりプロダクティブ・ヘルスの人的資源の技能向上を図るため

に、資源の動員が必要で、そのためには公的部門と民間部門の協力の創出を生み出すため

のさらなる努力が必要である。ＩＣＰＤ行動計画実施のためのモニターと評価を行うための

国内情報データベースが緊急に必要である。

行動

私達は、資金援助国政府とその他機関に対して0.7％目標を達成するように政府開発援

助を増額し、その中の4.5％から５％を人口とリプロダクテイブ・ヘルス分野に振り向け

るよう呼びかける。

国会議員は人口とリプロダクテイブ・ヘルス向けの予算措置を促進すべきである。

各国政府はリプロダクティ・ヘルス・プログラムの地方分権化を進めるべきであり、そ

のために必要な資源を提供すべきである。

私達は、社会的ニーズを犠牲にして軍事支出が不均衡なまでに強調されているという観

点から、地球規模での支出の早急な再評価を行うよう強く求める。

(f）経済危機

匡内生産の落ち込み、高い失業率、急速なインフレ、消費水準の急速な落ち込み、対外

債務支払履行が難しくなっていることを含む、近年の経済危機の影響は極めて深刻であ

る。その結果、健康および社会分野がとりわけ壊滅的な影響を被っている。

行動

私達は各国政府に対して、経済危機を防ぐ手段をとり、経済の崩壊の影響から貧困者を

可能な限り守るよう、強く要請する。

私達は債権国政府に対し、開発途上国、最貧国、天災に見舞われた国々からの債務返済

を再検討するよう強く求める。

(9)国会議員ネットワーク

私達は一人一人の行動と、一致協力して行う行動のいずれもが重要であることを認識し
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ている。私達国会議員は、人々と政府を結び付ける存在であるｃ

人口とリプロダクテイブ・ヘルスに関する国会議員活動は、多くの国で、地域で、そし

て地球規模でしっかりとした根を下ろし始めている。この点から、現存する各国の、地域

レベルそして人口と開発に関心を持つ国会議員組織一例えば、人口と開発に関するア

ジア議員フォーラム（ＡＦＰＰＤ)、アメリカ地域人口・開発議員グループ（ＩＡＰＧ)、人口

と開発に関するアフリカ・アラブ議員フォーラム（ＦＡＡＰＰＤ)、人口、持続可能な開発

とリプロダクテイブ・ヘルスに関するヨーロッパ議会作業グループ（ＥＰＷＧ)、汎アメリ

カ議員同盟、中央アメリカ議員同盟、人口と開発に関する国会議員世界委員会（ＧＣＰＰ

Ｄ)、国際医療議員組織（ＩＭＰＯ)、地球規模的行動のための国会議員達（ＰＧＡ)、列国議

会同盟（ＩＰＵ）の活動とその協力を歓迎する。

行動

私達は、すべての国でＩＣＰＤ行動計画の目標を達成するために、単に、情報、教訓|、最善

の方法に関して情報交換を行うだけでなく、立法の促進と支援、支援啓発活動、および資源動

員を行うための人口と開発に関する国会議員の地球規模ネットワークを設立すべきである。

私達はこのような地球規模での国会議員ネットワークを維持し、そして有効に機能させ

るための十分な資源を動員するために働く。

Ⅲ誓約

私達は、ＩＣＰＤ行動計画の実施をモーターするうえで各国国会議員グループがより活発

な役割を果たすよう呼びかける。

私達はここに、この宣言に盛り込まれた内容を、各国の立法制度や関連会議を通じて私

達の個人的なコミットメントから全体的な政治的行動に変えていくことを誓約する。私達

はまた、ＩＣＰＤ行動計画を効果的に実施することで、各国政府がその国民に対して持って

いる義務を果たすよう呼びかける。

オランダ国、ハーグ

国会議事堂

リダールザール・ホールにて1999年２月６日採択
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ＴＨＥＨＡＧＵＥＤＥＣＬＡＲＡＴＩＯＮＯＦ

ＰＡＲＬＩＡＭＥＮＴＡＲＩＡＮＳ

ＯＮＩＣＰＤＲＥＶＩＥＷ

ＬＴｈｅＰｒｅａｍｂｌｅ

Ｗｅ，ｔｈｅ２１０ＰａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｆｒｏｍｌＯ３ｃｏｕｎｔｒｉｅｓｍｅｅｔｉｎｇｉｎＴｈｅＨａｇｕｅ，

theNetherlands，４－６Ｆｅｂｒｕａｒｙｌ９９９，ａｔｔｈｅｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＦｏｒｕｍｏfParliameL

tariansonlCPDReviewtodiscusstheimplementationofthｅｌＣＰＤＰｒｏｇｒａｍｍｅ

ｏｆＡｃｔｉｏｎ，ｏｎｔｈｅｅｖｅｏｆＴｈｅＨａｇｕｅｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＦｏｒｕｍⅢissuethefollowing

Declaration：

１．ＷｅｒｅａｆｆｉｒｍｔｈｅｌＣＰＤＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃtion，itsPrinciplesandits

relationshiｐｔｏｆｏｏｄｓｅｃｕｒｉｔｙ，ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌａｎｄｅｃｏｎｏｍｉｃｉｓｓｕｅｓandtorepro

ductivehealthandreproductiverightsWealsoreaffirmtheCairoDeclaration

onPopulationandDevelopmentthatparliamentariansadoptedatCairoonthe

eｖｅｏｆｔｈｅｌＣＰＤ・ＷｅｗｅｌｃｏｍｅＴｈｅＨａｇｕｅＦｏｒｕｍ，ｗｈｉｃｈｗｉｌｌｅｎｇａｇｅｉｎａｆｉｖｅ－

ｙｅａｒｒｅｖｉｅｗｏｆｔｈｅＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎｂｙａｓｓessingtheprogressmadetodate，

examiningtheobstaclesencounterｅｄａｎｄｐｒｏｄｕｃｉｎｇａｓｅｔｏｆｐｒａｃｔｉｃａｌａctionsto

implementeffectivelyandexpeditiouslytherecommendationｓｏｆｔｈｅＰｒｏｇｒａｍｍｅ

ｏｆＡｃｔｉｏｎ．

２．ＷｅｃｏｎｔｉｎｕｅｔｏｕｒｇｅＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓｔｏｉｍｐｌｅｍｅｎｔｔｈｅｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｓ

ｏｆｔｈｅｌＣＰＤＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎｗｏｒｋｉｎｇｉnpartnershipwithmembersofcivil

society．

３．Ｗｅｕｒｇｅｔｈａｔｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄｒｅｐｒｏｄｕctivehealthissuesbeplaced

highoｎｔｈｅａｇｅｎｄａｉｎｔｈｅｍｅｅｔｉｎｇｓｏｆＨｅａｄｓｏｆＳｔａｔｅａｔｂｏｔｈｒｅｇｉｏｎａｌａｎｄｇｌｏｂａｌ

levels．

４．Ｗｅａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｔｈａｔｓｏｍｅｐｒｏｇｒｅｓｓｈａｓｂｅｅｎｍａｄｅｉｎｉｍｐｌｅｍｅｎｔｉｎｇ

ｋｅｙａｒｅａｓｏｆｔｈｅｌＣＰＤＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎｔｈroughpolicyreformulation，

programmeredesign，increasedpartnershipsandcollaborationandincreased

resourceallocation；however，ｍａｎｙｃｈａｌｌｅｎｇｅｓｓｔｉｌｌｒｅｍａｉｎ．
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ILPriorityActions

(a）ReproductiveHealthandReproductiveRights

５．ＴｈｅｌＣＰＤｍａｒｋｅｄａｃｒｉｔｉｃａｌｐａｒａｄｉｇｍｓｈｉｆｔｆｒｏｍａｆｏｃｕｓｏｎ

ｄｅｍｏｇｒａｐｈｉｃｔａｒｇｅｔｓｔｏａｃｌｅａｒｌｂｃｕｓｏｎｑｕａｌｉｔyreproductivehealthcarefor

individualsthroughoutthelifecvcle・ＡｔｔｈｅｌＣＰＤ，ｔｈｅｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｃｏｍｍｕｎｉｔｙご

ａｇｒｅｅｄｔｈａｔａｌｌｃｏｕｎｔｒｉｅｓｓｈｏｕｌｄｓｔｒｉｖｅｔｏｍａｋｅ1℃productivehealth，including

famiｌｙｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄｓｅｘｕａｌｈｅａｌｔｈ，informationandservicesaccessibｌｅｔｏａｌｌ

ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｓｏｆａｐｐｒｏｐｒｉａｔｅａｇｅｓｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｐｒｉｍａｒｙｈｅａｌｔｈ－ｃａｒｅｓｙｓｔｅｍａｓｓｏｏｎ

ａｓｐｏｓｓｉｂｌｅａｎｄｎｏｌａｔｅｒｔｈａｎｔｈｅｙｅａｒ２０１５、ThelCPDrecognizedtheimportance

ｏｆｐｒｏｖｉｄｉｎｇｓｅｘｅｄｕｃａｔｉｏｎｆｏｒａｄｏｌescents・ＴｈｅＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏnalso

underscorestheimportanceofrecognizingreproductiverights，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｔｈｅ

ｐｒｏｍｏｔｉｏｎｏｆｔｈｅｒｏｓｐｏｎｓｉｂｌｅｅｘｅｒｃｉｓｅｏｆｔｈｅｓｅｒｉｇｈｔｓｉｎａｌｌＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔ－ｌｍｄ

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ－ｓupportedpoliciesandprogrammesiｎｔｈｅａｒｅａｏｆｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅ

ｈｅａｌｔｈ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ【ａｍｉｌｙｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄｓｅｘｕａｌｈｅａｌｔｈ．

６．RecognizingthatconsidorableproｇｒｅｓｓｈａｓｂｅｅｌｌｍａｄｃｉｎｓｏｍＤａｒｅａｓ

ｏｆreproductiveｒｉｇｈｔｓａｎｄｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅｈｅａｌｔｈ，ｗｅａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｔｈａｔｍａｎｖ●D

obstaclesstillremail1：ａｈｉｇｈ「)ｕｍｂｅｒｏｆａｖｏｉｄａｂｌｅｍａｔｅｒｎａｌｄｅａｔｈｓａｎｄ

ｍｏｒｂｉｄｉｔｙ；ｔｈｅａｌａｒｍｉｎｇｓｐｒｅａｄｏｆＨＩＶ/ＡＩＤＳ，particularlyamongyoung

people；ａｎdalargeunmetneedforcontracGptiｖｅｃｈｏｉｃｅａｎｄｆｏｒａｃｃｅｓｓｔｏ

ｉｎｆｏｒｍationandservicesonreproductiveｈｅａｌｔｈ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ「ａｍｉｌｙｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄ

ｓｅｘｕａｌｈｅａｌｔｈ，especiallvamongunderservedgroups，includingrefugees，

displacedpersons，ｉｍｍｉｇｒａｎｔｓ，ｙｏｕｎｇpeople，ｓｉｎｇｌｅｗｏｍｅｎ，ｉｎｄｉｇｅｎｏｕｓｐｅｏｐｌｏ

ａndpersonswithdisabilities．

ＡＣＴＩＯＮ

７．Ｗｅｃａｌｌ「ｏｒｔｈｅｒｅｖｉｅｗｏ「relevantexistinglegislati(〕ninallcountries

regardingreproductivehealth，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｆａｍｉｌｙｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄｓｅｘｕａｌｈｅａｌｔｈ，ａｎｄ

fｏｒｔｈｅｅｎａｃｔｍｅｎｔｏ（newlawswhel-enecessary．

８．Ｗｅ，ｔｈｅｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｐｒｅｓｅｎｔｉｎＴｈｅＨａｇｕｅｃｏｍｍｉｔｏｕｒｓｅｌｖｅｓｔｏ

ｒｅｄｏｕｂｌｉｎｇｏｕｒｅｆｆｏｒｔｓｔｏｐｒｏｍｏｔｅｒｅｐｒoductivehealth，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｆａｍｉ]ｙｐｌａｎｎｉｎｇ

ａｎｄｓｅｘｕａｌｈｅａｌｔｈ，andreproductiverights・Ｉｎｔｈｉｓｒｅｇａｒｄ，wewillincreasethe
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femalegenitalmutilation（ＦＧＭ)．

(c）Adolescents,Youth,theEIderlyandPorsollswithDisabilities

１２．Ｗｅａｒｅｗｉｔｎｅｓｓｉｎｇｐｒｏｆｏｕｎｄｄｅｍｏｇｒａｐｈｉｃｃｈａｎｇｅｓｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄ・Ｔｈｅ

ｈｉｇｈｆｅｒｔｉｌｉｔｙｉｎｔｈｅｐａｓｔｈａｓｇｉvenrisetothelargest-evergGnerationofyoung

peopleagedl5-24・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，ａｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｐａｓｔｄｅｃｌｉｎｅｓｉｎｆｅｒｔｉｌｉｔｙｉｎ

ｍａｎｙｃｏｕｎｔｒｉｅｓｗｉｔｈａｃｃｏｍｐａｎｙｉｎｇｉｎｃｒｅａｓｅｓｉｎｌｉｆｅexpectancies，ｔｈｅｒｅｉｓａ

substantialincreaseinthenumberofelderlypeopleaged60andover、Ｔｈｅｓｅ

ｉｎｃｒｅａｓｅｓａｒｅｃｈａｌｌｅｎｇｉｎｇｔｈecapacityofsocietiesandcountriｅｓｔｏｐｒｏｖｉｄｅ

ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅｈｅａｌｔｈｃａｒｅｆｏｒｙｏｕｎｇｐｅｏｐｌeandpersonswith

disabilities，ａｎｄsocial，medicalandfinancialsuppoI･ｔｆｏｒｔｈｅｅｌｄｅｒｌｙ、

１３．Weshouldaddress，orlaprioritybasis，adolescentsexualand

reproductivehealthissues，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｕｎｐｌａｎｎｅｄｐｒｅｇｎａｎｃｙ，ｓｅｘｕａｌｖｉｏｌｅｎｃｏ，

unsafeabortionandSTDs，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇＨＩＶ/ＡＩＤＳ，aswellastheprovisionof

appropriateservices，ｓｅｘｅｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄｃｏｕｎｓｅｌｌｉｎｇｓｐｅｃiａｌ１ｖｓｕｉｔａｂｌｅｆｏｒｖｏｕｔｈヅ

andadoIescents．
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１４．Ａｓｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓ，ｗｅｂｅｌｉｅｖｅｔｈａｔａｌｌＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓａｎｄｏｔｈｅｒｓ

ｍｕｓｔｇｉｖｅｈｉｇｈｅｒｐｒｉｏｒｉｔｖｔｏｔｈｅｓｏｃialwell-beingofadolesce11ts，youth，ｔｈｅソ

elderlyalldpersonswithdisabilities、Ｉｎｔｈｉｓｒｅｇａｒｄ，ｗｅｗｉｌｌｕｒｇｅＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓ

ｔｏｕｎｄｅｒｔａｋｅｎｅｃｅｓｓａｒｙｒｅｆｏｒｍｓｉｎｏｒｄｅｒｔｏｉｎcreaselevelso「ｅｘｐｅｎｄｉｔｕｒｅｆｏｒ

ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄｈｅａｌｔｈｃａｒｅｆｏｒｔｈｅｓｅｇｒｏｕｐｓ．

１５．Ｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓａｒｅｕｒｇｅｄｔｏｔａｋｅａｃｔｉｏｎｉｎｍｏｅｔｉｎｇｔｈｅｒｏｐｒｏ

ｄｕｃｔｉｖｅｈｅａｌｔｈｎｅｅｄｓｏ［youthandadolescents・ｌｎｔｈｉｓｒｅｇａｒｄ，ｔｈｅｙａｒｅｃａｌｌｅｄ

ｕｐｏｎｔｏ：ｅｎａｃｔｌａｗｓ；expresstheircommitmeI1t；fiscalizereproductivehealth

programmosgivingspecialattentiontｏｍｅｅｔｉｎｇｔｈｅｎｅｅｄｓｏfadolescents，

includingＨＩＶ/AIDSprevention；increaseadvocacy；supporttheprovisionof

in[ormationandservicGs；ｅｓｔａｂｌｉｓｌｌｌｉｎｋｓｗｉｔｈｔｈｅｈｕｍａｎｒｉｇｈｔｓｍｏｖｅｍｅｎＬ；ａｎｄ

ｉｎｃｒｅａｓｅｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇｗｉｔｈＮＧＯｓａｎｄｏｔｈｅＴｍｏｍｂｅｒｓｏｆｃｉｖｉｌｓｏｃｉｅｔｙ．
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(d）Population,EnvironmentandFoodSecurity

１６．Ｍｅｅｔｉｎｇｔｈｅｂａｓｉｃｈｕｍａｎｎｅｅｄｓｏｆｇｒｏwingpopulationsisdependent

onahealthvenvironment・Demographicfactorscombinedwithpovertyandlack

ofaccesstoresourcesirlsomeareasandexcessiveconsumptionandwasteful

productionｐａｔｔｅｒｎｓｉｎｏｔｈｅｒｓａｎｄｔｈｅｌａｃｋｏｆａｐpropriatetechnologycauseor

exacerbateproblemsofenvironmentaldegradation，pollutionandresource

depletionaｎｄｔｈｕｓｉｎｈｉｂｉｔｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅdevelopment．

１７．Populationgrowthcoupledwiththedeclineinproductivityof

agriculturaloutputs，depletionandcontaminationoffreshwaterresources，ｓｏｉｌ

erosionandenvironmentaldegradationarethreateningfoodsupply，Ａｃｃｅｓｓｔｏ

ｆｏｏｄｉｓａｂａｓｉｃｈｕｍａｎｒｉｇｈｔ・Everynationmustexerteffortstocreateemploｙｍｅｎｔ

ａｓｗｅｌｌａｓｔｏｅｎｓｕｒｅ，ｗｈｅｒｅpossible，self-suf｢iciencyandtomaintainthefood

supplysystemutilizingthetraditionａｌｂａｓｅｏｆｆｏｏｄｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎＥｑｕａｌｌｖソ

importEmtistheprovisionofappropriatestoragear1ddistributionsystems．

１８．Womenarekevcontributorsinachievingfoodsecurity，buttheylack

appropriatetechnologyandadequateresources、Moreover，ｔｈｅｙｏｆｔｅｎｈａｖｅ

ｕｎｅｑｕａｌａｃｃｅｓｓｔｏｆｏｏｄｂｅｃａｕｓｅｏｆｇｅｎｄｅｒｂｉａｓｅｓ．

ＡＣＴＩＯＮ

１９．WecalluponparliamentariansandGovernmentstoexamine

internationalagreements，includingthoseoftheWorldTradeOrganization，ａｎｄ

ｓｅｅｈｏｗｓｕｃｈａｇｒｅｅｍｅｎｔｓａｆｆｅｃｔａgriculturalproductionandenvironmental

qualityintheircountries・Attentionshouldalsobegiventotraｄｅａｎｄｎｏｎ－ｔｒａｄｅ

ｂａｒｒｉｅｒｓａｎｄｔｌ１ｅｅｆｆｅｃｔｔｈａｔｔｈｅｖｈａｖｅｏｎｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇｃｏｕｎｔｒｉｅｓＴｈｅｒｕｌｅｓｏｆシ

internationaltrademustbefullyconsistentwiththelong-termperspectiveof

foodsecuritv．

２０．Ｔｈｅｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔｏｆａ“ｗｏｒｌｄｆｏｏｄｂａｎｋ，，ｓｈｏｕｌｄｂｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄａｓ

ａｎｅｆｆｅｃｔｉｖeglobalfoodregimefunctioningonacooperativebasistoprovide

equalandjustavailabilityoffood．
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弓(e）ResourceMobilization

２１．ＡｔｔｈｅｌＣＰＤ，ｔｌ１ｅｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｃｏｍｍｕｎｉｔｙｓｅｔａｇｌｏｂａｌｒｅｓｏｕｒｃｅ

ｔａｒｇｅｔｆｏｒｐｏｐｕｌａtionandroproductivehealthprogrａｍｍｅｓ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｆａｍ水ご

ｐｌａｎｎｉｎｇ，ｆｏｒｔｈｅｖｅａｒ２０００ｏ「Ｓｌ７ｂｉｌｌｉｏｎ－－Ｓｌｌ３ｂｉｌｌｉｏｎｔｏｃｏｍｅｆｒｏｍｄｏｍｅｓｔｉｃご

fundingand＄5.7billionfromexternaldonorl､unding、WIIiIemanycountries，

bothdevelopedanddeveloping，haveincreasedtheircontributionstopopulation

andreproductive｝lealthactivitiessinccthelCPD，Ｉｈｅｔａｒｇｅｔｏｆ＄ｌ７ｂｉｌｌｉｏｎｉｓｆａｒ

ｆｒｏｍｂｅｉｎｇｍｅｔ－－ａｂｏｕｔ４()percerltshortfallintotal，２５－３０ｐｅｒｃｏｎｔｉｎｄｏｍｅｓｔｉｃ

ａｎｄａｒｏｕｎｄ６０－６５ｐｅｒｃｅｎｔｍｅｘｔｅｒｎａｌｆｕｎｄｉｎｇ・Ｔｈｉｓｉｓｏ､ｅｏｆｔｈｅｂｉｇｇｅｓｔ

ｃｈａｌｌｅｎｇｅｓｆｏｒｔｈｅｅ｢fectiveimplementationoftherecomｍｅｎｄａｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅＩＣＰＤ

Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｏ「Action．

２２．IfthegoalsandobjectivesofthelCＰＤａｒｅｔｏｌ)eacbievedintheear1v・ｆ

ｄｅｃａｄｅｓｏ［ｔｈｅｎｅｘｔｃｅｎｔｕｒｙ，ａ（･ｉｒｍｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔｔｏｃｏｌｌｅｃｔｉｖｅａｃｔｉｏｎｉｓｅｓｓｅｎｔｉａｌ、

Ｂａｓｅdontheprincipleofpartnership，ｂｕｒｄｅｎ－ｓｈａｒｉｎｇｓｈｏｕｌｄｂｅｐｒａｃｔｉｃｅdbv

allconcerned、Diversificati(〕ｎｏ「ｓｏｕｒｃｅｓｏｆｓｕｐｐｏｒｔ，ｂｏｔｈｄｏｍｅｓｔｉｃａｎｄｅｘｔｅｒｎａｌ，

ｓｈｏｕｌｄｂｅａｃｈｉｅｖｅｄｉｎｔｈｅｎｅａｒｆｕｔｕｒｅ． １１
２３．Greatereffortsarerequi１℃。ｉｎｇelueratingpublic-privatepartne形

ｓｈｉｐｓｉｎｒｅｓｏｕｒｃｅｍｏｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ［･ｏｒｔｂｅｉｍｐｌｃＩｎｅｎｔａｔｉｏＩｌ（〕ＩｔｈｅＰｒｏｇｒａｍｍｅｏ［

Ａｃｔｉｏｎａｎｄｔｏｉｎｃｒｅａｓｅｌｌｕｍａｎｒｅｓｏｕrceswithexpertiseinpopulationand

reproductivehealth・Ｎａｔｉｏｎａｌｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｄａｔｌｎｂａｓｅｓｔｏｍｏｎｉｔｏｒａｎｄｅｖａｌｕａｔｏｔｈｅ

ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎｏ（ｔｈｅｌＣＰＤＰｒｏｇｒａｍｒｎｅｏｆＡｃｔｉｏｎａｒｅｕｒgelltlyneeded．

ＡＣＴＩＯＮ

２４．ＷｅｃａｌｌｕｐｏｎｄｏｎｏｒＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓａｎｄｏtherstoincreasetheflowo「

officialｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｓｓｉｓｔａｎｃｅｔｏｔｈ〔}０．７ｐｅｒｃｅｎｔｔａｒｇｅｔａｎｄｔｏｄｅｖｏｔｅ４､５ｔｏ５ｐｅｒ

ｃｅｎｔｏｆｉｔｔｏｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄｒeproductivehealth

’２５．Parliamentariansshouldencouragobudgetarymeasuresdirected

topoｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅｈｅａｌｔｈ．

２６．Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓｓｈｏｕｌｄｄｅｃ〔)ntralizereproductivehealthprogｒａｍｍｅｓ

ａｎｄｐｒｏｖｉｄｅｔｈｅｎｅｃｅｓｓａｒｖｒｏsourcGs．
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２７．Ｗｅｕｒｇｅａｎｉｍｍｅｄｉａｔｅｒｅａｓｓｅｓｓｍｅｎｔｏfglobalexpenditurein

relationtothedisproportionateemphasisonmｉｌｉｔａｒｙｓｐｅｎｄｉｎｇａｔｔｈｅｅｘｐｅｎｓｅｏｆ

ｓocialneeds．

(f)EconomicCrisis

２８．Theeffectsofrecenteconomiccriseshavebeenverysevere,ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ

fallinggrossdomesticproducts，soaringunemployment，rapidinflation，sharp

declinesinconsumptionlevelsanddifficultiesinservicingexternalrepayments・

Theimplicationsforhealthandsocialsectorshavebeenparticularlydevastating．

ＡＣＴＩＯＮ

２９．WeurgeGovernmentstotakepreventivemeasuresagainsteconomic

crisｅｓａｎｄｔｏｄｏｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏｐrotectthepoorfromtheconsequencesof

aneconomiccollapse．

３０．Weurgecreditor-Governmentstore-evaluatedebtrepaymentby

developingcountries，thepoorestcountriesandcountriesaffectedbynatural

disasters．

(9)Parliamentarians，Networks

３１．Werecognizetheimportanceofbothourindividualactionsand

collectiveefforts，Asparliamentarians，ｗｅａｒｅｔｈｅｌｉｎｋｂｅｔｗｅｅｎｐｅｏｐｌｅｓａｎｄ

Ｇovernments．

３２Theparliamentarians，movementonpopulationandreproductive

healthhasstartedtakingrooｔｉｎｍａｎｙｃｏｕｎｔｒｉｅｓａｎｄａｔｒｅｇｉｏｎａｌａndglobal

levelslnthiscontext，wewelcometheexistenceandcontributionofnationaland

regionalandotherassociationsofparliamentariansconcemedwithpopulatioｎ

ａｎｄｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓｕｃｈａｓｔｈｅＡｓｉａｎＦｏｒｕｍｏｆＰａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｏｎＰｏｐｕｌａtion

andDevelopment（ＡＦＰＰＤ)，thelnter-AmericanParliamentaryGroupon

PopulationandDevelopmenｔ（ＩＡＰＧ)，theForumofAfricanandArab

ParliamentariansonPopulationandDevelopment（ＦＡＡＰＰＤ)，theWorking

GrouponPopulation，SustainableDevelopmentandReproductiveHealthinthe
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EuropeanParliament（ＥＰＷＧ)，thelnter-AmericanParliamentarvUnion，ｔｈｅ

CentralAmericanParliamentaryUniomtheGlobalCommitteeo「Parliamentarians

onPopulationandDevelopment（ＧＣＰＰＤ)，thelnternationalMedical

ParliamentariansOrganization（ＩＭＰＯ)，ParliamentariansforGlobalActio、

(ＰＧＡ)，andtheInter-ParliamentarianUnioｎ（ＩＰＵ)．

ＡＣＴ[ＯＮ

３３．Ｔｏｔｈｉｓｅｎｄ，ｗｅｓｈａｌｌｅｓｔａｂｌｉｓｈａｗｏｒｌｄ－ｗｉｄｅｎｅtworkol,

ｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｏｎｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｎｏｔｏｎｌｖｔｏｅｘｃｈａｎｇｅン

information，Iessonslearnedandbostpracticesｂｕｔａｌｓｏｔｏｐｒｏｍｏｔｅａｎｄ

ｓｕｐｐｏｒｔｌｅｇｉslativedecisions，advocacvactivitiesandrcsourcemobilizationinall

coLmtriestoachievethegoalsoftheICPDProgrａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏｎ，

３４．ＷｅｓｈａｌｌｗｏｒｋｆｏｒｔｈｅｍｏｂｉｌｉｚａｔｉｏｎｏｆＳｕｆ[icientrcsourcestosustain

suchawｏｒｌｄ－ｗｉｄｅｎｅｔｗｏｒｋｏｆｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓａｎｄｔｏｅｎｓｕｒｅｉｔｓｅｆｆｅｃｔｉｖｅ
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参加者リスト

Ｈon・ChristianeGagnon，ＭＰ
ＣＡＮＡＤＡ

Ｍｓ、ＬｉｌｉｒｉａｎａＫｅｒｃｕｋｕ

ＡＬＢＡＮＩＡ

ＤｅｐＭａｒｉａＬａｕｒａＣａｒｎｅｉｒｏ
ＢＲＡＺＩＬ

Scｎ．Ｒｏｓｅ－ＭａｒｉｅＬｏｓｉｅｒ－Ｃｏｏｌ

ＣＡＮＡＤＡ

Ｍｓ・HerminiaSebastiao

MateusMac-MahｏｎＭＰ

ＡＮＧＯＬＡ

Ｄｅｐ・ＩａｒａＢｅｍａｒｄｉ
ＢＲＡＺＩＬ

ＤｅｐＧｏｍｉｎａ－Ｐａｍｐａｌｉ
Ｌａｕｒｅｎｌ

ＣＥＮＴＲＡＬＡＦＲＩＣＡ

ＤｅｐＪａｎｄｉｒａＦｅｇｈａｌｉ
ＢＲＡＺＩＬＭｒ・CarlosCelestinoSilva，

ＭＰ

ＡＮＧＯＬＡ Ｈｏｎ・MartaSuplicy，ＭＰ
ＢＲＡＺＩＬ ＤｅｐＺａｎｅ－Ｆｅ－Ｔｏｕａｍ－Ｂｏｎａ

Ｍａｒｉｅ

Ｊｏｓｏｐｈｃ
ＣＥＮＴＲＡＬＡＦＲＩＣＡ

Ｄｅｐ，ＪｕａｎＰａｂｌｏＣａｆｉｅｒｏ
ＡＲＧＥＮＴＩＮＡ Son、ＥｍｉｌｉａＦｅｒｎａｎｄｅｓ

ＢＲＡＺＩＬ

Ｍｒ・CollinHollis・ＭＰ

ＡＵＳＴＲＡＬＩＡ Ｄｅｐ・ＦａｔｉｍａＰｅｌａｅｓ
ＢＲＡＺＩＬ

Ｄｅｐ・YoskoBollow，ＭＰ
ＣＩ－ＩＡＤ

SenMargaretRevnolds～

ＡＵＳＴＲＡＬＩＡ Ｄｅｐ、ＭａｒｉａＥｌｖｉｒａＳＦｅｒｒｅｉｒａ
ＢＲＡＺＩＬ

Ｄｅｐ・ＦａｎｎｙＰｏｌｌａｒｏｌｏＶｉｌｌａ
ＣＨＩＬＥ

DLElisabethHlavac，ＭＰ
ＡＵＳＴＲＩＡ Mrs・ElenaPoptodorova，ＭＰ

ＢＵＬＧＡＲＩＡ

ＩＩｏｎ、UrrutiaSalvador・ＭＰ
ｊ

ＣＨＩＬＥ

ｌｌｏｎ・EdeItraudGattoror，
ＭＰ

ＡＵＳＴＲＩＡ

ＤｃｐＳａｎｇａｒｅＹｏｕｓｓｏｕｆ
ＢＵＲＫＩＮＡ－ＦＡＳＯ

ＨｏｎＸｕＪｉｎｇ，ＭＰ
ＣＨＩＮＡ

Ｍｒ・RonaldKnowles，ＭＰ

ＢＡＨＡＭＡＳ

llonRwimoPalricia・ＭＰ
ｄ

ＢＵＲＵＮＤＩ

ＨｏｎＺｈ田ｎｇＨｕａｉｘｉ，ＭＰ
ＣＨＩＮＡ

Mrs・KelsieDorsett，ＭＰ
ＢＡＨＡＭＡＳ

ＳｅｎＰｉＧｄａｄＣｏｒｄｏｖａｄｅ

Ｃａｓｔｒｏ

ＣＯＬＣＭＢ1Ａ

Ｈｏｎ・NorodomDiyath，ＭＰ
ＣＡＭＢＯＤＩＡ

Mrs・ＳｙｅｄａＪｅｂｕｎＮｅｓｓａ，
ＭＰ

ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＨ

IIon、ＫｉｍＳｕｏｒＳｏｍ,ＭＰ

ＣＡＭＢＯＤＩＡ ＤｅｐＥｋｏｎｄｙＧｏｌｅｎｇｏ
Ｍｉｃｈｅｌｉｎｅ

ＣＯＮＧＯＨｏｎ．、「・LouisPhilippe

TSitSol-Meke，ＭＰ

ＣＡＭＥＲＯＯＮ

Mrs・ＮａｄｅｚｈｄａＹａｓｈｃｈｕｋ，
ＭＰ

ＢＥＬＡＲＵＳ

ＩＩｏｎ、Ｎｇｏｌｏｌ〕icrre，ＭＰ
ＣＯＮＧＯ

Ｈｏｎ・MarieThcreseOvie

NdzieNtsama，ＭＰ
ＣＡＭＥＲＯＯＮ

Ｈｏｎ・GregorioGarciaMPd

BEIJZF

Ｄｅｐ・ＶａｎｅｓｓａＣａｓｔｒｏＭｏｒａ
ＣＯＳＴＡＲＩＣＡ

Ｄｅｐ、ＡｈｏｕａｎｇｏｎｏｕＧｂｏｓｓｅｖＭｓ・ＣｈｒｉｓｔｉａｎＧＧａｇｎｏｎ，ＭＰ
Ｅｍｉｌｅ ＣＡＮＡＤＡ

ＢＥＮＩＮ

Ｍｓ・ＪｃａｎＡｕｇｕｓｔｉｎｅＭＰ
ＳｏＩＩ・ＦｒｅｄｄｖＴｅｏｄｏｖｉｃｈＣＡＮＡＤＡ

ＢＯＬＩＶＩＡ

Ｄｅｐ・ＮｉｄｉａⅣIｉｌａｇｒｏｓ
ＭａｒｔｉｎｅｚＰｉＩｊ

ＣＵＢＡ
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Mrs、ＡｎｄｒｏｕｌｌａＶａｓｓｉｌｉｏｕ

ＭＰ

ＣＹＰＲＵＳ

Ｈｏｎ・MarliesPretzlalT，ＭＰ
ＧＥＲＭＡＮＹ

Ｍｒ・BoaThiemele

Edjampan，ＭＰ
ＩＶＯＲＹＣＯＡＳＴ

Ａｍｏａｋｏｎ－

Ｈｏｎ・GabriolcFograschcr・
ＭＰ

ＧＥＲＭＡＸＹ

Ｄｒ・MartinDvorak，ＭＰ
ＣＺＥＣＨＲＥＰＵＢＬＩＣ

Mrs、ＪａｃｑｕｅｌｉｎｅＬｏｈｏｖｅｓ－

ＯｂｌｅＭＰ

ＩＶＯＲＹＣＯＡＳＴ

Ｍｓ，HelenBeim．ＭＰ
ひ

ＤＥＮＭＡＲＫ

Ｍｒ,AlhajiAbdullahSalifu
GHANA Ｍｒ，ＲｏｎａｌｄＴｈｗａｉｔｅａＭＰ

ＪＡＭＡＩＣＡ

Ｍｓ、ＵｌｌａＳａｎｄｂａｅｋＭＥＰ

ＤＥＮＭＡＲＫ

ＨｏｎＴｈｅｒｅｓａＡｍｅｌｅｙＴａｇｏｅ，
ＭＰ

ＧＨＡＮＡ

桜井新衆議院議員

JＡＰＡＮ（日本）
Ｍｒ・ＨａｓｓａｎＡｈｍｅｄ

Ｍｏｈａｍｅｄ，ＭＰ

ＤＪｌＢＯＬＴＩ

Ｈon、TI1eresaNyarko-Fofie，谷津義男衆議院議員
ＭＰ ＪＡＰＡＮ（日本）
ＧＨＡＮＡ

能勢和子衆議院議員

Dep・ＺｕｒｙＲｉｏｓＭｏｔｔＪＡＰＡＮ（日本）
ＧＵＥＴＥＭＡＬＡ

堂本暁子参議院議員

ＤｅＰＣｉｓｓｅＡｈｍｅｄＴｉｄｉａｎｅ ＪＡＰＡＮ（日本）
ＧＵＩＮＥＡ

小宮山洋子参議院議員

Ｄｅｐ・ＲａｍｏｍＶｉｌｌｅｄａ－ ＪＡＰＡＮ（日本）
Ｂｅｒｍｕｄｅｚ
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ＪＯＲＤＡＮ

Ｄｒ・Ｐ・ＣｈｉｔａｍｍｂｒａｍｖＭＰ

ＩＮＤＩＡＭｒ・Ｋｕｄａｉｂｅｒｇｅｎ

ＴＳｏｕｌｔａｎｂａｙ，ＭＰ
ＨｏｎＳｈａｂａｎａＡｚｍｉ・ＭＰＫＡＺＡＫＨＳＴＡＮ

ＩＮＤＩＡ

ＤｅｐＦａｕｓｔｏＬｉｚ
ＤＯＭＩＮＩＣＡ

SenBautistaRojasGomez
DOMINICA

ＤｅｐＡｎｕｎｚｉａｔｔａＶａＩｄｅｚ
ＥＣＵＡＤＯＲ

ＤｅｐＲｕｔｈＡｕｒｏｒａＭｏｒｃｎｏ

Ａｇｕｉ
ＥＣＵＡＤＯＲ

Dep・ＮｏｒｍａｎＱｕｉｊａｎｏ
ＥＬＳＡＬＶＡＤＯＲ

ＨｏｎＤｅｓｔａＷｏｌｄｃＹｏｈａｎｎｃｓ９

ＭＰ

ＥＴＩＩIＯＰＩＡ

Mrs・ＡｉｔｚｈａｎＡｍｅｒｚｈａｎｏｖａ

ＭＰ

ＫＡＺＡＫＨＳＴＡＮ

ＨｏｎＰ．』、Ｋｕｒｉｅｎ，ＭＰ

ＩＮＤＩＡ

ＨｏｎＴｅｍｅｓｇｅｎＤａｍｔｅｗ，ＭＰＨ()n．ＵｒｍｉｌａＣ・ＰａｔｅＬＭＰ
ＥＴＩｌＩＯＰＩＡＩＮＤＩＡ

IIon、ＣｈａｒｉｔｙＫａｌｕｋｉＮｇｉｌｕ，
ＭＰ

ＫＥＮＹＡ

Ｍｓ・MarjattaVehkaoja,ＭＰＨon，UttamsinghPawaH.,ＭＰ
ＦＩＮＬＡＮＤＩＮＤＩＡ ＨｏｎＫａｂｅｔｉｔｅＭｗｅｔａｋａ，ＭＰ

ＫＩＲＩＢＡＴＩ

Ｄｅｐ・ＤｏｍｉｎｉｑｕｅＧｉｌＩｏｔ
ＦＲＡＮＣＥ

Mrs、ＭａｒｗａｈＤａｕｄＩｂｒａｈｉｍ，

ＰｈＤ.、ＭＰ

ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

Ｍｒ，Ｕｉ－Ｉ１ｗａＣｈｕｎｇ，ＭＰ
ＫＯＲＥＡ

ＨｏｎＪｅａｎ－ＣＩａｕｄｅＬｅｆｏｒｔ

ＦＲＡＮＣＥ llon、ＲａｈａｔＡｃｈｙｌｏｖａ，ＭＰ
ＫＹＲＧＹＺＳＴＡＮ

Ｄｒ・ＩｄａＹｕｓｉＤａｈｌａｎ，ＭＰ

ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

Ｍｒ・FrancisGiraud・ＭＰ
ｄ

ＦＲＡＮＣＥ SｅｎＭｉｃｈａｅｌＬａｎｉｇａｎ
ｌＲＥＬＡＮＤ

Ｈｏｎ、Ｊａｍｇｙｒｂｅｋ
ＭＰ

ＫＹＲＣＹＺＳＴＡＮ

Ｂｏｋｏｓｈｏｖ．
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ＤcpJeannetteSchmidt

Degcner
NIGER

ProfSanjbegzTumur-Ochir，
ＭＰ

ＭＯＮＧＯＬＩＡ

HonKeoduangdySaythong，
ＭＰ

ＬＡＯＳ

Ｍｒ・ＪｏｈｎＡｌｖｈｅｉｍＭＰ
４

ＮＯＲＷＡＹ

Dr・SanjaasurenOyun，ＭＰ
ＭＯＮＧＯＬＩＡ

Ｄｅｐ・ＺａｋａｈｅｌｙＢｏｍｉｆａｃｅ
ＭＡＤＡＧＡＳＣＡＲ

Ｈｏｎ，ＲａｎａＮａｚｉｒＡｈｍａｄ

Ｋｈａｎ，ＭＰ
ＰＡＫＩＳＴＡＮ

Dr・RabaryRamalalanirinaHon,BadiaSkalILMP
Mathildo，ＭＰＭＯＲＯＣＣＯ
ＭＡＤＡＧＡＳＣＡＲ

Ｈｏｎ・MoulayDrissAlaouL

Hon・SimionAnthony MP

Khamfula，ＭＰＭＯＲＯＣＣＯ
ＭＡＬＡＷＩ

ＤｅｐＭｏｈａｍｅｄＭｏｕｂｄｉ
Ｓｅｎ・ＰｒｏｆＤｒ．Ｔ・ＭａｒｉｍｕｔｈｕＭＯＲＯＣＣＯ

ＭＡＬＡＹＳＩＡ

ＨｏｎＭｏｈａｍｅｄＴｈａｉｆａ，ＭＰ

ＨｏｎＭａｉｇａＯｕｍａｒ，ＭＰＭＯＲＯＣＣＯ
ＭＡＬＩ

Ｍｒ、ＭａｈａｄｅｏＰｒａｓａｄＹａｄａｖ

Ｄｅｐ・ＴｏｕｒｅＳａｆｉａｔｏｕ ＮＥＰＡＬ

ＭＡＬＩ

Ｈ・ＥＭＳ．』．Van

HonSalekOuldAbdelJelil，Nieuwenhoven，ＭＰ
ＭＰＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

ＭＡＵＲＩＴＡＮＩＡ

Ｄｒ・ＪａｎＴｈＨｏｅｋｅｍａ，ＭＰ

ＤｅｐＬｅｍｉｎｅＭ/Ｍｏｍａ ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

ＭＡＵＲＩＴＡＮＩＡ

ＨｏｎＪ．』．Ｃ，Voorhoeve，ＭＰ

Ｍｒ，LormusBundhoo，ＭＰＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ
ＭＡＵＲＩＴＩＵＳ

ＭｒａＭａａｒｔjeVanPutten，

Ｄｅｐ，CarolinaO，Farrill．ＭＰＭＥＰ
ＭＥＸＩＣＯＮＥＴＩＩＥＲＬＡＮＤＳ

ＭｓＬａｒｉｓｓａＹｕｅｎｇＬｉｃｏｎａ
ＰＡＮＡＭＡ

Ｍ５．ＢａｌｂｉｎａＨｅｒｒｅｒａ

ＰＡＮＡＭＡ

HonCristinaMunoz，ＭＰ

ＰＡＲＡＧＵＡＹ

ＨｏｌＬＳａｌｇａｄｏＬｕｚ，ＭＰ
ＰＥＲＵ

Mr・RamonSanPascuaLMP
PHILUPPINES

CongresswomanBellaflor

Angara-Caｓｔｉｌｌｏ
ＰＨＩＩＪＰＰＩＮＥＳ

CongresswomanLuwalhati
Antonimo

ＰＨＩＬＵＰＰＩＮＥＳ

SｅｎＴｅｒｅｓａＡｑｕｉｎｏＯｒｅｔａ
ＰＨｎＪＰＰＩＮＥＳ

ＭＬＤｏｅｋｅＥｌｓｍａ，ＭＥＰ

ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

ＩＩｏｍＥｗａＴｏｍａｓｚｅｗＳｋａ，ＭＰ
ＰＯＬＡＮＤ

ＤｅｐＨｅｃｔｏｒＶａｌｄｅｓＲｏｍｏ
ＭＥＸＩＣＯ

ＤｅｐＯｄｅｔｅＳａｎｔｏｓ
ＰＯＲＴＵＧＡＬ

ＤｅｐＭａｒｉａＥｌｅｎａＣｈａｐａ
ＭＥＸＩＣＯ

HonGerritValk，ＭＰ
ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

Ｈｏｎ，SoniaFertuzinhos，ＭＰ
ＰＯＲＴＵＧＡＬ

Mrs、ＣａｒｏＩＫｉｄｕ，ＭＰ
ＰＡＰＵＡ

ＮＥＷＧＵＩＮＥＡ

Ｍｒ・ＲｕｂｅｎＦｅｒｎａｎｄｅｚ－

Ａｃｅｖｅｓ，ＭＰ
ＭＥＸＩＣＯ

HonStelianPop，ＭＰ
ＲＯＭＡＮＩＡHonMercedesJuanLopez，Ｈｏｎ・KatherineO,Ｒｅｇａｎ，ＭＰＲＯＭＡＮＩＡ

ＭＰＮＥＷＺＥＡＬＡＮＤ

ＭＥＸＩＣＯＨｏｎ、AmanariaBiris，ＭＰ

Ｍｒｓ，ＸａｎｔｈｉｓＳｕａｒｅｚＧａｒｃｉａ，ＲＯＭＡＮＩＡ

Ｍｒ、VasileSoimaru，ＭＰＭＰ

ＭＯＬＤＯＶＡＮＩＣＡＲＡＧＵＡＨｏｎ・AlevtinaApirina，ＭＰ
ＲＵＳＳＩＡ
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ＩＩｏｎ，ＮｉｎａＲｅｚｎｉｋ，ＭＰ
ＲＵＳＳＩＡ

ＨｏｎＬｉｌｉａｎｅＭａｕｒｙＰａｓｑｕｉｏｒ，ChristineMcCafferty，ＭＰ
ＭＰＵＮＩＴＥＤＫＩＮＧＤＯＭ

ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

ＲｅｐＣａｒｏｖｎＢ，Maloney
Ms・ＰｉａＨｏｌｌｅｎｓｔｅｉｍＭＰＵＮＩＴＥＤＳＴＡＴＥＳ

ＳＷＩＴＺＥＲＬＡＮＤ

Ｒｅｐ・CynthiaMcKinney
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ＭｓＦｉｄｉｓｏｎＶ、Baovola

Antananarivq

MADAGASCAR

ＭｓＹａｓｎａＵｂｅｒｏｉ

ＥａｒｔｈＴｉｍｅｓ，ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡMrs・ＹａｎｔｉＲａｔｎａ

ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

MsRabyaNizam

EarthTimes，NewYork，ＵＳＡＭｓＭａｒｉａｄｅｌＰｉｌａｒ

Ｅｎｒｉｑｕｅｚ

Ｍｅｘｉｃｏ,，．Ｆ,，ＭＥＸIＣＯ

Mrs・ＲａｑｕｅｌＢｒｕｎｏ
ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

Ｍｓ・ReshmaPrakash

EarthTimes，ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡMrs・ＳｏｎｉａＲｏｂｌａ

ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳCabolinaEstudillo

Mexico，，．Ｆ､，ＭＥＸIＣＯ

事務局

ＭｓＣａｒｍａｎＲｅｉｎｏｓｏ

ＩＡＰＧ

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＵＳＡ

Ｍｒ・ShivKhare

ExecutiveCoordinator，IFP

ExecutiveDirector，ＡＦＰＰＤ

Ｂａｎｇｋｏｋ，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｓ，SuchintanaViraratt

IFP/AFPPDSecretariat

Bangkok，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

Ｍｒ，RobertoM・Ａｄｏｒ

ＰＬＣＰＤ/ＡＦＰＰＤ

ＱｕｅｚｏｎＣｉｔＭＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ

Ｍｓ・MayBredt

LocalOrganizer,ＩＦＰ

ＴｈｅＨａｇｕｑ
ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

Ｍｒ，ＳｃｏｔｔＭａｒｒ

ＩＦＰ/AFPPDSecretariat

Bangkok，ＴＨＡＩＬＡＮＤ

ボランティア

ＭａＪｏｙＭａｓｈｅｋｅＢａｎｄａ

Ｍｓ、ＭｕｋｅｌａｂａｉＥｖｅｌｙｎＣｈｉｗａｍａ

Ｍｒ・FolefBredt

Ｍｓ・RachelShongwe

Mr・ＫｅｓｈａｂＰｒａｓａｄＡｄｈｉｋａｒｉ

Ｍｒ・SurenNavchaa

ＭＳ・AmnSophieTestelinＭｒ・ＳｙｅｄＧｈｕｌａｍＳａｒｗａｒＳｈａｈ

Ｍｓ・JocelvnDCJavier
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人口と開発に関するアジア議員フォーラム議長

ＩＣＰＤ－５評価のための国会議員フォーラム（ＩＦＰ）事務総長
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議連との連携のもと、各国連主催の政府間会

議にあわせ国会議員会議を開催し、人口と持

続可能な開発と視点から国会議員として討議

を行い、その総意を提言してまいりました。

私どもが、’994年以降開催された国際国会

議員会議の'1｣で常々強調してきたことがあり

ます。それは、地球規模的な問題の全ての基

礎にあるものは￣人口問題である］というこ

とであります。人間の尊厳を保ち、その生存

を確保することは私たち政治家としての第一

の義務である、と信ずるからであります。

今回、ハーグで開催された、国際人口開発

会議評IiMのための国会議員フォーラム（ＩＦ

Ｐ）には、１０３カ国から210名の国会議員が参

加し、熱心な討議が行われました。私どもの

過去の活動成果は、今回の国際議員フォーラ

ム（ＩＦＰ）・ハーグ宣言の中に集約されてお

ります。特に、人口問題を解決するために

は、リプロダクテイブ・ヘルスの改善の推

進、女性のエンパワーメン卜こそが重要であ

り、そのためには人口リプロダクテイブ・へ

議長、コフィ・アナン国連事務総長、ナ

フィス・サディックＵＮＦＰＡ平勝局長をは

じめ、各国政府代表の皆様、発言の機会をい

ただきありがとうございました。また、ご盛

会を心よりお祝い申し上げます。

本日は人口と開発に関するアジア議員

フォーラム（ＡＦＰＰＤ）議長として、また先

月オランダ国ハーグで開催されました「国際

人口開発会議評価のための国会議員フォーラ

ム（ＩＦＰ)」zli務総長として、発表させてい

ただきます。

人口と１１１発に関するアジア議員フォーラム

は1981年に設立され、世界人口の６割を｢１１め

るアジア各国の議員が協力して、人ロと開発

問題に携わる最も古い地域議連として、先駆

的な役割を果たしてまいりました。1994年エ

ジプト・カイロの国際人口開発会議（ＩＣＰ

Ｄ）では、会議に先立ち、私どもが呼びか

け、各地域議連とともに国際人|]開発雛員会

議（ＩＣＰＰＤ）を開催致しました｡以来、私

どもＡＦＰＰＤは活動を拡大展開し、各地域
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ルス分野に対する更なる資源動員が必要であ

るという理解のもと、ハーグ宣言では、人口

問題に対する拠'11の増額を各国政府に要請致

しました。

さらに、各国の立法を行い、予算を決定

し、各国の政策決定に影響を与え、また各国

政府と市民社会の触媒としての国会議員が果

たしうる役割をさらに拡大するために、地球

的規模で、既に存在する人口・開発に関する

地域国会議員フォーラムを中心に、人口・開

発に関する国会議員活動のネットワークを拡

充していくことを決めました。

この内容が、本準備会で検討され、本年６

月30日から７月２日にかけて予定されていま

す国連人口特別総会に提示される「国連事務

総長の国連総会への報告（案)」のなかに

も、反映されていることを、私たちは心強く

思っております。私どもは「国連事務総長の

国連総会への報告（案)」の内容を支持し、

人口問題解決に向け、より一層の努力を致す

所存であります。

私どもが申し述べたいことがもう一つあり

ます。人口を支える食料問題、淡水資源の不

足問題など人類の生存を脅かす問題がすぐ間

近に迫っているのであります。行動計画の第

３章に明示されているように、人口問題への

取り組みは、この地球環境や食料、水資源問

題の文脈の中で論じられなければなりませ

ん。私どもは国会議員としての役割から、こ

の点も改めて確認し、強調したいと思いま

す。

ここにご参集の各国政府代表、国連各専門

機関の方々に強く申し｣こげたいと思います。

次代を担う子供たちに、このかけがえのない

地球を引き継いでいくために、ともに英知を

絞り、人口問題の解決に遇進致しましょう。

私たちは地球という一つの世界に住んでお

り、国際問題を抜きにして国内問題を論じる

ことができないグローバル化した世界にいま

す。そして、数多くの国際協定や条約が結ば

れ、私たちの国際社会を形作っています。し

かしそれらが本当の意味で整合性を持ってい

るのでしょうかｃ国際協定や条約は、それぞ

れの立場や利害関係から形成されております

が、私たち人口と持続可能な開発の問題に携

わっている者としては、次の世代に、この地

球を引き継ぐためにも、それら様々な立場か

ら形成された食料貿易、環境問題をはじめと

する国際ルールが、短期的な利害という視点

で形成されるのではなく、人口問題のもつ長

期的な視点と一貫性を持ったものとなるよう

改める必要があると考えます。

人口問題が教える私たちの未来に、どのよ

うに対応したらよいかを各国政府内部でも真

剣に検討していただきたいと思います。

私共の討議とその成果は、事務総長の報告

案にも反映されておりますが、「国際人口開

発会議評価のための議員フォーラム・ハーグ

宣言ｊを皆様に配付いたしますので、ぜひと

も、ご一読をいただき、世界各地から参集し

た国会議員討議の重みをご理解いただき、国

連総会決議に、ぜひとも積極的に反映してい

ただきたいと存じます。

人類の未来を確実なものとするために不屈

の意志と勇気を持って、若者、ＮＧＯ、各国

政府と国会議員が協力して共に働こうではあ

りませんか。
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